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序

　国土交通省では，安全・環境・活力の三つを基本方針に，「信頼感

ある安全で安心できる国土の形成」「自然と調和した健康な暮らしと

健全な環境の創出」「個性あふれる活力ある地域社会の形成」を目指し，

各種施策を展開しています。

　その一環として，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所

は，猿島郡五霞町において，首都圏並びに地域住民の生命と財産を守

ることを目的として，首都圏氾濫区域堤防強化対策事業を計画しまし

た。しかしながら，この事業予定地内には，埋蔵文化財包蔵地である

釈迦新田遺跡が所在することから，記録保存の措置を講ずる必要があ

るため，当財団が国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所か

ら埋蔵文化財発掘調査の委託を受け，平成 22 年１月から３月までと

平成 23 年１月から３月までの６か月間にわたりこれを実施しました。

　本書は，釈迦新田遺跡の調査の成果を収録したものです。学術的な

研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，教育・

文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から本書の刊行に至るまで，委託者で

あります国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所から多大な

御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨

城県教育委員会，五霞町教育委員会をはじめ，関係各位からいただい

た御指導，御協力に対し深く感謝申し上げます。

財団法人茨城県教育財団

理 事 長 鈴 木 欣 一

平成 24 年３月



例 言

１　本書は，国土交通省の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成 21・22 年度に発掘調査を実施した，

　茨城県猿島郡五霞町大字釈迦字地蔵前 2421 の３番地ほかに所在する釈迦新田遺跡の発掘調査報告書である。

２　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調査　平成 22 年１月４日～３月 31 日

     　 平成 23 年１月１日～３月 31 日

整理　平成 23 年 11 月１日～平成 24 年３月 31 日

３　当遺跡の発掘調査は，調査課長池田晃一のもと，以下の者が担当した。

　　平成 21 年度

　　　首席調査員兼班長　　　成島　一也

　　　主 任 調 査 員　　　小林　和彦　　

　　　調 査 員　　　大久保隆史　　

　　平成 22 年度

　　　首席調査員兼班長　　　皆川　修　　

　　　首 席 調 査 員　　　小林　和彦　　

　　　主 任 調 査 員　　　坂本　勝彦　　

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長原信田正夫のもと，主任調査員坂本勝彦が担当した。

５　本書の作成にあたり，「赤堀川切広場所並川筋絵図」と「川辺領・嶋中領・関宿領村々囲い堤絵図」を，

五霞町在住の小澤佳男氏及び五霞町教育委員会に資料として提供いただいた。



１　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ｘ＝＋ 14,160 ｍ，Ｙ＝－ 8,240 ｍの交点

　を基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

　  大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方に分割し，さらに，この大調査区

　を東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ・・・，西から東へ１，２，３・・・

　とし，「Ａ１区」「Ｂ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ ･･･ ｊ，西から東

　へ 1，2，3･･･0 とし，名称は大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」「Ｂ２b2 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　SD－溝跡　　SE－井戸跡　　SH－方形竪穴遺構　　SI －竪穴住居跡　　SK－土坑

　　　　　　PG－ピット群　

　　遺物　　DP－土製品　　Ｍ－金属製品　　Ｑ－石器・石製品　　TP－拓本記録土器　　Ｗ－木製品

　　土層　　Ｋ－撹乱　

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は 400 分の１，遺構実測図は原則として 60 分の１の縮尺で掲載した。

（2）遺物実測図は原則として３分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合があり，それらに

　　ついては個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）遺構・遺物の実測図中の表示は次のとおりである。　

　　　　　　　焼土　　　　　　　　　　　炉

　　　　　　　炭化材・黒色処理

　　　●土器　　□石器・石製品　　△金属製品　 

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

　会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

５　一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。             

（1）計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）で，推定値は［　］を付して示した。

（2）遺物観察表の備考の欄は，土器の現存率及び写真図版番号，その他必要と思われる事項を記した。

　（3）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡の「主軸」は炉を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，座標北

　からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10°－Ｅ）。
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釈
しゃ

迦
か

新
しん

田
でん

遺跡の概要

遺跡の位置と調査の目的

　釈迦新田遺跡は，五
ご

霞
か

町
まち

の北部に位置し，東に向かっ

て流れる利根川右
う

岸
がん

の標
ひょう

高
こう

約 10 ｍの台地上に立
りっ

地
ち

して

います。首
しゅ

都
と

圏
けん

氾
はん

濫
らん

区
く

域
いき

堤
てい

防
ぼう

強
きょう

化
か

対
たい

策
さく

事
じ

業
ぎょう

工
こう

事
じ

にとも

ない，遺跡の内容を図や写真に記録して保存するため，

茨
いばらき

城県
けん

教
きょう

育
いく

財
ざい

団
だん

が平成 21 年度と 22 年度に発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

を

行いました。

南西上空から見た 22年度調査区　利根川沿
ぞ

いに位置していることが分かります。

調査の内容

堤
てい

防
ぼう

を広げる部分になる 4,397㎡を調査しました。調査の結果，縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

後
こう

葉
よう

（約 4,500 年前）の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

，中
ちゅう

世
せい

（約 700 ～ 400 年前）の火
か

葬
そう

土
ど

坑
こう

，近
きん

世
せい

（約 300 年前）の堀
ほり

跡
あと

などを確認しました。主な出土遺
い

物
ぶつ

は，縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

や陶
とう

器
き

，磁
じ

器
き

，石
せっ

器
き

，銅
どう

製
せい

品
ひん

（銭
せん

貨
か

）などです。これらの遺構や遺物から，

縄文時代は集落として，中世では亡
な

くなった人を火葬した場所として，近世以

降は堀があったことから，舟
ふね

で行き来をしたり，川へ水を流したりする場所で

あったことが分かりました。

水戸市 ●

●五霞町

－ 1－ － 1－



調査の結果

　縄文時代の２軒の住居跡からは，煮
に

炊
た

きをするための炉
ろ

のあとが見つかりま

した。そのうち１軒の炉には，縄文土器が埋
う

められていました。煮炊きをする

時に食べ物を入れた土器が倒
たお

れないようにするため，支
ささ

えとして使っていたと

考えられています。この時代に土器を埋めた炉は珍
めずら

しくはありませんが，その

土器の破
は

片
へん

を元の形になるように接
せつ

合
ごう

すると，右上の写真のように，何と３つ

の土器が使われていたことが分かりました。

　このように炉を頑
がん

丈
じょう

にした理由は，一体なんだったのでしょうか？縄文人に

話を聞いてみたいですね。

土器を埋
う

めて使われていた

炉
ろ

跡
あと

が見つかった住居跡で

す。　　　　　　　

左の写真の○の線は，住居

の柱を立てるための穴が炉

跡の周
まわ

りにあることを示し

ています。　　　

頭がすっぽり入るくらいのとても大きな土器

です。

形や文
もん

様
よう

から，どれも今から 4,500 年くら

い前の縄文土器とわかりました。

炉に埋められた土器をよく見てみると，三
さん

重
じゅう

に囲
かこ

まれている様子がわかります。

内
うち

側
がわ

の土器は色が黒くなっていることから，

火を受けていたと思われます。

内側

中側 外側

－ 2－



　平成 16 年 12 月 15 日，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長は，茨城県教育委員会教育長に

対して，首都圏氾濫区域堤防強化対策事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及び取り扱いについて照会し

た。これを受けて茨城県教育委員会は，平成 17 年２月 28 日に現地踏査を実施し，遺跡の所在を確認した。平

成 20 年７月 30 日，８月６日，茨城県教育委員会は試掘調査を実施した。平成 21 年１月 27 日，茨城県教育委

員会教育長は，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長あてに，事業地内に釈迦新田遺跡が所在す

ること，及びその取扱いについて別途協議が必要である旨を回答した。

　平成 21 年１月 28 日，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対

して，文化財保護法第 94 条の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。

茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断

し，平成 21 年２月 27 日，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長あてに，工事着手前に発掘調査

を実施するよう通知した。

　平成 21 年３月 18 日及び平成 22 年３月 24 日，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長は，茨城

県教育委員会教育長に対して，首都圏氾濫区域堤防強化対策事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての

協議書を提出した。平成 21 年３月 24 日及び平成 22 年３月 26 日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関

東地方整備局利根川上流河川事務所長あてに，釈迦新田遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について回答

し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長から埋蔵文化財発掘調査事

業の委託を受け，平成 22 年１月４日から３月 31 日までと平成 23 年１月１日から３月 31 日まで発掘調査を実

施した。

　　第１節 調査に至る経緯

第１章　調 査 経 緯

調 査 経 過

　釈迦新田遺跡の調査は，平成 22 年１月４日から３月 31 日までの３か月間と平成 23 年１月１日から３月 31

日の３か月間にわたって実施した。その概要を表で記載する。

　　第２節

　　 　　期間  
工程

平成 22 年 平成 23 年
１月 ２月 ３月 １月 ２月 ３月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注　　記
写真整理

補足調査
撤　　収

－ 2－ － 3－



　　第１節

　　第２節

地 理 的 環 境

歴 史 的 環 境

第２章　位 置 と 環 境

釈
しゃ

迦
か

新
しん

田
でん

遺跡は，猿島郡五霞町大字釈迦字地蔵前 2421 の３番地ほかに所在している。

　五霞町は，茨城県の南西部の利根川以南に位置しており，北を利根川，東を江戸川，西から南にかけて権現

堂川によって区画されている。町域の地形は，利根川及び中・小河川によって開析された低地（谷底平野，自

然堤防，三角州平野）と，五霞台地と呼ばれる低位段丘群によって構成されており，町内の最高標高は 17.5 ｍ，

最低標高は９ｍで，平均標高は約 12 ｍである。この利根川流域に広がる低台地は，地質的には新生代第四紀

沖積統が中心で，約１万年以降までの新しい時代の堆積層によって形成されている。また，この沖積統の下に

は第四紀洪積統（奥東京湾時代）後期に形成された洪積統が堆積しており，下層から竜ヶ崎砂礫層，常総粘土

層，関東ローム層（武蔵野ローム層，立川ローム層）に分層される。

　釈迦新田遺跡は，五霞町北部の利根川沿いに位置し，標高 10 ～ 11 ｍの低台地上に位置している。遺跡周辺

の土地利用状況は主として耕作地であり，遺跡の状況は水田及び陸田であった。

　釈迦新田遺跡が所在する現在の利根川流域には，沖積統の低地と洪積統の台地が広がっている。利根川の北

側では，利根川の支流によって開析された谷津が広がり，谷津から洪積統の台地にかけて遺跡が存在している。

また，利根川の南側は，広大な沖積統が広がり，奥東京湾に面した標高 10 ～ 13 ｍほどの低地に遺跡が確認さ

れている。ここでは，釈迦新田遺跡周辺に確認されている遺跡を中心に概要を述べる。

　縄文時代の遺跡は，冬
ふゆ

木
き

Ａ貝塚〈10〉で後期の竪穴住居跡 29 軒や人骨 18 体，冬木Ｂ貝塚〈９〉でも後期から晩

期にかけての竪穴住居跡 10 軒が調査されている1）。石
いし

畑
はた

遺跡２) 〈15〉，土
ど

塔
とう

貝塚３) 〈５〉では，前期と後期の竪穴住

居跡などが確認されており，冬木貝塚との関連が想定されている。また，本
ほん

田
でん

遺跡４)〈32〉では，後期から晩期

の住居群や遺物包含層が形成されていたことが確認されるなど，当期における拠点的集落としての様相の一部

が明らかになっている。さらには五霞町と隣接する埼玉県幸手市，千葉県野田市においても集落跡や貝塚など

が数多く分布しており，釈迦新田遺跡周辺は古くから人々の生活の場であったことを示している。

　古墳時代の遺跡は，利根川以北の台地上に多く確認されている。前期の遺跡では，集落跡である羽
は

黒
ぐろ

遺跡５）

〈23〉，かわい山
やま

遺跡〈34〉のほか，方形周溝墓が６基確認されている釈
しゃ

迦
か

才
さい

仏
ぶつ

遺跡６）〈25〉などがある。中期の遺

跡は，竪穴住居跡１軒が検出された清
し

水
みず

遺跡７）〈33〉，祭祀遺構と考えられている土坑や，滑石製模造品の未製

品が多量に出土した香
か

取
とり

西
にし

遺跡〈29〉や，住居跡から子持勾玉をはじめとする滑石製品の祭祀関連遺物が多量に

出土した向
むかい

坪
つぼ

Ｂ遺跡〈30〉などがある。後期の遺跡は，集落遺跡である末広遺跡，羽黒遺跡，久
く

能
のう

西
にし

原
はら

遺跡〈28〉，

駒
こま

羽
は

根
ね

遺跡〈27〉などが確認されている。

　律令期における五霞町域は下総国に含まれており，葛飾郡と猨
さ

嶋
しま

郡の両説が唱えられている。しかし，旧総

和町水海地区に猨嶋郡衙が比定されていることや，当時は両地域を現在の利根川が分断しておらず，同じ猿島

台地であることから，五霞町域は猨嶋郡に属していた可能性が高いと考えられている。

　奈良 ･平安時代の遺跡は，かわい山遺跡，羽黒遺跡など古墳時代から継続する遺跡がみられるほか，10 世
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紀代の竪穴住居跡１軒と掘立柱建物跡２棟が検出された日
くさ

下
か

部
べ

遺跡〈24〉や水
みず

海
うみ

城
じょう

跡
あと

〈22〉などがある。また，

複合遺跡である香取西遺跡からは，鉄製品の生産に関連する遺構や遺物が確認されている。

　中世になると，古河公方足利氏と関連がある城館跡が分布している。河川に囲まれたこの地域を治める重要

性は高く，旧総和町には簗田氏一族の城下である水海城跡，五霞町には野田氏の居城である城
しろ

山
やま

城
じょう

跡
あと

〈13〉，

埼玉県幸手市には，一色氏の陣屋跡と考えられている陣
じん

屋
や

（幸手市№３遺跡）〈39〉，千葉県野田市には簗田氏

嫡流家の居城として発展した関
せき

宿
やど

城
じょう

跡
あと
８）〈36〉などが知られている。羽黒遺跡や向坪Ｂ遺跡のほか，中世から

近世初頭の土坑墓が確認されている香
か

取
とり

東
ひがし

遺跡９）〈26〉や瀬
せ

沼
ぬま

遺跡〈８〉，火葬土坑や地下式坑などが検出された

桜
さくら

井
い

前
まえ

遺跡10）〈６〉など，中世の集落跡や墓域が近年の調査で明らかになってきている。

　近世初頭に「利根川東渡」と呼ばれる大規模な河川改修工事が行われたことにより，奥州から鬼怒川を下り，

さらに利根川や江戸川を下って江戸へと至る輸送ルートが成立した。その交通・流通機能を大きく担うように

なる境
さかい

河
か

岸
し

〈35〉は，正保期（1644 ～ 1647 年）に関宿城の城下町として機能するようになった。当該期の遺跡

としては，前述した千葉県野田市に位置する関宿城のほか，五霞町に位置し，近世の溝跡１条が確認された石

畑遺跡，埼玉県幸手市に位置し，陶磁器や木製品が多量に出土した千
ち

塚
づか

柴
しば

原
はら

遺跡（幸手市№４遺跡）〈42〉など

がある。江戸時代後期では，同
どう

所
しょ

新
しん

田
でん

遺跡11） 〈３〉において製鉄関連遺構が確認され，製鉄もしくは鉄製品の再

加工を行っていた工人集団の存在が推測される。さらに瀬沼遺跡からは江戸時代後期の船着場が確認され，水

上交通が日常生活や経済活動の中で重要な位置を占めていたであろうことは想像に難くない。

※文中の〈 〉内の番号は，第１図及び表１の当該番号と同じである。なお，本章は，財団報告第 312 集を基に

　し，若干加筆したものである。
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    ・総和町史編さん委員会『総和町史　資料編　原始・古代・中世』総和町　2002 年３月
　・総和町史編さん委員会『総和町史　通史編　原始・古代・中世』総和町　2005 年７月
　・幸手市生涯学習課市史編さん室『幸手市史　考古資料編』幸手市教育委員会　2002 年３月
　・幸手市生涯学習課市史編さん室『幸手市史　通史編Ⅰ　自然　原始・古代・中世・近世』幸手市教育委員会　2002 年６月
　・野田市史編さん委員会『野田市史　資料編　考古』野田市　2005 年３月
　・五霞町史編さん委員会『町史　五霞の生活史　水と五霞』五霞町　2010 年３月
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第 1 図　釈迦新田遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 50,000 分の１「水海道」「鴻巣」）

●

●

●

●

●

△

△

2726

25

２

３

４

６

７

８

９
10

11

12

13

14

1516

17181920

21

2223

24

28
29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

2726

25

２

３

４

5

６

７

８

９
10

11

12

13

14

1516

17181920

21

2223

24

28
29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

4343

①①

○
水戸市

●五霞町

０ 2㎞

－ 6－



表１　釈迦新田遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

世

近

世

① 釈 迦 新 田 遺 跡 ○ ○ ○ 23 羽 黒 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 殿 山 遺 跡 ○ ○ ○ 24 日 下 部 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 同 所 新 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 25 釈 迦 才 仏 遺 跡 ○ ○ ○ ○

4 西 新 畑 遺 跡 ○ ○ ○ 26 香 取 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

5 土 塔 貝 塚 ○ ○ ○ 27 駒 羽 根 遺 跡 ○ ○ ○ ○

6 桜 井 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 28 久 能 西 原 遺 跡 ○ ○ ○

7 桜 井 浦 遺 跡 ○ ○ 29 香 取 西 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

8 瀬 沼 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 30 向 坪 Ｂ 遺 跡 ○ ○ ○

9 冬 木 Ｂ 貝 塚 ○ ○ ○ 31 南 坪 遺 跡 ○ ○ ○

10 冬 木 Ａ 貝 塚 ○ 32 本 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

11 元栗橋下宿遺跡 ○ ○ ○ ○ 33 清 水 遺 跡 ○ ○ ○ ○

12 三 島 神 社 古 墳 ○ ○ ○ 34 か わ い 山 遺 跡 ○ ○ ○

13 城 山 城 跡 ○ ○ 35 境 河 岸 ○

14 上 舟 戸 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 36 関 宿 城 跡 ○ ○

15 石 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 37 幸手市№ 19 遺跡 ○ ○

16 小 手 指 貝 塚 ○ ○ ○ 38 幸手市№ 20 遺跡 ○ ○

17 伊 勢 塚 古 墳 ○ 39 陣 屋 ○

18 寺 山 遺 跡 ○ ○ 40 幸手義賑窮餓之碑 ○

19 大 崎 遺 跡 ○ ○ 41 幸手市№ 10 遺跡 ○ ○

20 大崎穴薬師遺跡 ○ ○ 42 千 塚 柴 原 遺 跡 ○ ○

21 宿 北 遺 跡 ○ ○ 43 幸手市№８遺跡 ○ ○

22 水 海 城 跡 ○ ○

－ 6－ － 7－



第２図　釈迦新田遺跡調査区設定図（五霞町都市計画図 2,500 分の１）
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第３図　基本土層図

　　第１節

　　第２節

遺 跡 の 概 要

基 本 層 序

第３章　調 査 の 成 果

　釈迦新田遺跡は，五霞町北部を東流する利根川右岸の標高 10 ～ 11 ｍの台地上に立地している。調査面積は

4,397㎡で，調査前の現況は水田及び陸田である。

　調査の結果，竪穴住居跡２軒（縄文時代），井戸跡 21 基（中世 12・不明９），火葬土坑４基（中世），方形

竪穴遺構８基（中世），土坑 224 基（縄文時代２・中世 47・近世 55・不明 120），堀跡 1条（近世），溝跡 20

条（不明），ピット群５か所（不明）を検出した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 23 箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢・浅鉢），

土師質土器（小皿），瓦質土器（焙烙・火鉢），陶器（皿・鉢・擂鉢・片口鉢・甕），磁器（碗・皿），石器（石

錐・石鏃・打製石斧・磨製石斧・石皿・磨石・砥石），鉄製品（鎹），銅製品（銭貨・笄）などである。 

　調査区東端のＢ６h0 区北壁にテストピットを設定し，深さ 2.2 ｍまで掘り下げて基本土層の観察を行った。

以下，観察結果から層序を説明する。

　第１層は，現在の耕作土で水田の床土である。層厚は 60 ～ 76㎝である。

　第２層は，黒褐色を呈する旧表土である。ローム粒子と炭化粒子をわずかに含み，粘性・締まりともに強く，

層厚は５～ 13㎝である。

　第３層は，暗褐色を呈するロームへの漸移層である。ローム粒子を少量含み，粘性・締まりともに強く，層

厚は 10 ～ 26㎝である。

　第４層は，褐色を呈するハードローム層である。

粘性・締まりともに極めて強く，層厚は８～ 33㎝

である。

　第５層は，暗褐色を呈するハードローム層である。

粘性・締まりともに極めて強く，層厚は 11 ～ 40㎝

である。第Ⅱ黒色帯と考えられる。

  第６層は，極暗褐色を呈するハードローム層であ

る。粘性・締まりともに極めて強く，層厚は 23 ～

47㎝である。 

  第７層は，褐色を呈するハードローム層である。

粘性・締まりともに極めて強い。層厚は 39㎝まで

確認したが，下層は未掘のため不明である。

  なお，住居跡などの遺構は，第３層上面で確認した。

A A’11.0m

10.0m

9.0m

1

2
3

5

6

7

4

－ 8－ － 9－



　⑴　竪穴住居跡

１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡２軒，土坑２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

第４図　第１号住居跡実測図

第１号住居跡（第４・５図）

　　　第３節 遺 構 と 遺 物

位置　調査区東部のＢ５i7 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

確認状況　耕作地として利用されていたことから床面まで削平されており，炉床が露出した状態で確認され

た。
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炉土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子多量

４　暗　褐　色　ロームブロック少量
５　暗　褐　色　ローム粒子少量

第５図　第１号住居跡出土遺物実測図

第１号住居跡出土遺物観察表（第５図）

第２号住居跡（第６～８図）

位置　調査区東部のＢ５i8 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

確認状況　耕作地として利用されていたことから床面まで削平されており，炉に使用されている土器が露出し

た状態で確認された。

規模と形状  炉と柱穴の配置から長径 5.02 ｍ，短径 4.40 ｍの楕円形と推定される。長径方向はＮ－ 62°－Ｅで

ある。

炉　中央部に付設された土器埋設炉である。炉は深鉢を三重に埋設しており，内側と中側の土器は，隣接する

土器片とそれぞれ接合関係にある。外側の土器片は，破片同士が隣接せずやや離れた位置で確認されているが，

そのほとんどが一個体として接合できた破片である。内側の土器片には火を受けた痕跡が確認できている。

上部が削平されており，確認面での掘方の範囲は長径 76㎝，短径 62㎝の楕円形である。深さは 44㎝で，壁は

緩やかに傾斜している。底面はやや起伏があり，確認面の赤変硬化は弱い。

炉土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

重複関係　第３・23・32・66 号土坑，第６号溝，第２号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状　炉と柱穴の配置から長径 5.70 ｍ，短径 5.30 ｍの円形と推定される。

炉　中央部に付設された地床炉である。炉床部の大半が削平されており，掘方への埋土のみが確認された。規

模は，上部が削平されており，確認面での掘方の範囲は長径 107㎝，短径 99㎝の楕円形である。深さは 17㎝で，

壁は緩やかに傾斜している。底面はほぼ平坦で，確認面の赤変硬化は弱い。

ピット　19 か所。Ｐ１～Ｐ６は深さ 28 ～ 38㎝で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ７～Ｐ 11

は深さ 18 ～ 22㎝で，壁柱穴と考えられる。Ｐ 12 ～Ｐ 19 は深さ３～ 14㎝で，性格不明である。

遺物出土状況　縄文土器片 23 点（深鉢）が出土している。TP１～ TP３はいずれも確認面から出土している。

所見　時期は，出土土器や重複関係から中期後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP１ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 斜位方向の単節縄文ＲＬを施文 確認面

TP２ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 単節縄文ＲＬを施文 確認面

TP３ 縄文土器 深鉢 長石・赤色粒子 浅黄橙 斜位方向の無節縄文Ｌを施文 確認面

TP１ TP２ TP３
０ 10㎝

－ 10 － － 11 －



第 6 図　第 2号住居跡・出土遺物実測図
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第７図　第２号住居跡出土遺物実測図（１）

ピット　28 か所。Ｐ１～Ｐ５は深さ 40 ～ 49㎝で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ６～Ｐ 15

は深さ 44 ～ 48㎝で，壁柱穴と考えられる。Ｐ 16 ～Ｐ 28 は深さ３～ 21㎝で，性格不明である。

遺物出土状況　縄文土器片 273 点（深鉢），剥片１点（頁岩）が炉の周囲を中心に出土している。TP４・TP５・

Ｑ１は確認面からそれぞれ出土している。１～３は土器埋設炉を構成している縄文土器である。１は主に炉の

掘方部の中心から出土した 37 点の破片が接合したものであり，最も内側の土器である。２は炉の掘方部を中

心に出土した 50 点の破片が接合したものであり，中側の土器である。３は炉の掘方部を中心に出土した 31 点

の破片が接合したものであり，外側の土器である。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

TP４ TP５

２

１

０

０

10㎝

10㎝

－ 12 － － 13 －



第２号住居跡出土遺物観察表（第７・８図）

第８図　第２号住居跡出土遺物実測図（２）

表２　縄文時代竪穴住居跡一覧表

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （25.4） － 長石・石英 にぶい橙 普通 単節縄文ＲＬを地文に，口縁部に隆帯による楕
円形区画文を施文　沈線間磨消 炉掘方部 30％　PL9

２ 縄文土器 深鉢 － （22.7） － 長石・石英 にぶい橙 普通 単節縄文ＲＬを地文に，口縁部に隆帯による楕
円形区画文を施文　沈線間磨消 炉掘方部 30％　PL9

３ 縄文土器 深鉢 ［51.1］（25.5） － 長石・石英 橙 普通 複節縄文ＬＲＬを地文に，口縁部に隆帯による
区画文を施文　沈線間磨消 炉掘方部 30％　PL9

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP４ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 単節縄文ＲＬを地文に，３条の平行沈線と曲沈線 確認面

TP５ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 単節縄文ＲＬを地文に，１条の沈線 確認面

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 剥片 3.5 1.6 0.5 2.4 頁岩 縦長剥片　打面は単剥離面 確認面

番号 位置 平面形 主軸方向 規模（ｍ）
（長軸×短軸）

壁高
（㎝） 床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時期

備　考
重複関係
（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉 貯蔵穴

1 B5i7 ［円形］ － ［5.70］×［5.30］ － － － 6 － 13 1 － － 縄文土器 中期後葉 本跡→ SK3・23・32・66，SD6，PG2
2 B5i8 ［楕円形］Ｎ－ 62°－Ｅ［5.02］×［4.40］ － － － 5 － 23 1 － － 縄文土器 中期後葉

３

Q１

０

０

10㎝

３㎝

－ 14 －



土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量
４　黒　褐　色　ロームブロック少量

第９図　第 39 号土坑・出土遺物実測図

第 39 号土坑出土遺物観察表（第９図）

第 39 号土坑（第９図）

位置　調査区東部のＢ５d7 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，東西径 4.14 ｍ，南北径 0.90 ｍしか確認できなかった。平

面形は円形または楕円形になると推測できる。深さは80㎝で，壁は緩やかに傾斜している。底面は凹凸がある。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片 42 点（深鉢），剥片１点（瑪瑙）が出土している。TP６は西部，Ｑ２は東部の覆

土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

（2）土坑

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP６ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 ０段多条のＬＲ縄文を地文に隆帯で口縁部に楕円形区画文施文 覆土上層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 剥片 3.1 1.8 1.0 2.2 瑪瑙 縦長剥片　打面は単剥離面 覆土上層  PL13
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土層解説
１　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
６　暗　褐　色　ロームブロック微量

第 10 図　第 64 号土坑・出土遺物実測図

第 64 号土坑出土遺物観察表（第 10 図）

第 64 号土坑（第 10 図）

位置　調査区東部のＢ５j7 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.94 ｍ，短径 0.77 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 46°－Ｅである。深さは 32㎝で，壁は外

傾して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　６層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片 19 点（深鉢）が出土している。TP７・TP８・TP９はそれぞれ覆土中から出土

している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

表３　縄文時代土坑一覧表

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP７ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 単節縄文ＲＬを地文に隆帯による区画文を施文 覆土中

TP８ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 単節縄文ＲＬを地文に沈線間磨消 覆土中

TP９ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 無節縄文Ｒを施文 覆土中

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

39 B5d7 － ［円形・
楕円形］ （4.14）×（0.90） 80 人為 凹凸 緩斜 縄文土器

64 B5j7 N － 46°－Ｅ 楕円形 0.94 × 0.77 32 人為 皿状 外傾 縄文土器
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第 11 図　第４号井戸跡・出土遺物実測図

（1）井戸跡

２　中世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，井戸跡 12 基，火葬土坑４基，方形竪穴遺構８基，土坑 47 基を確認した。以下，遺構及

　び遺物について記述する。

位置　調査区東部のＢ４f1 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

第４号井戸跡（第 11 図）
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土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第４号井戸跡出土遺物観察表（第 11 図）

遺物出土状況　陶器片３点（甕），石器１点（磨石），礫 4点が出土している。４・Ｑ３は覆土中から出土している。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

規模と形状　確認面は径 1.18 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.66 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量
４　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 12 図　第６号井戸跡・出土遺物実測図

第６号井戸跡（第 12・13 図）

位置　調査区西部のＢ３a8 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　削平されているため確認面の長径は 1.20 ｍで，短径は 0.94 ｍまでしか確認できなかったが，円

形になると推定される。確認面から円筒状に掘り下げている。深さ 0.68 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，

下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ３ 磨石 18.8 9.0 6.4 1150 凝灰岩 擦り面あり　上下に敲打痕 覆土中  PL13

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

４ 陶器 甕 ［33.4］ （4.3） －  長石・石英 褐 良好 外・内面ロクロナデ 覆土中 常滑系
５％
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遺物出土状況　陶器片 33 点（片口鉢３，甕 30），礫３点が出土している。５～７は，いずれも覆土中から出

土した破片がそれぞれ接合したものである。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第６号井戸跡出土遺物観察表（第 12・13 図）

第 13 図　第６号井戸跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

５ 陶器 片口鉢 ［26.0］ （9.3） － 長石・石英・細礫 灰オリーブ 普通 ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り 覆土中 常滑系
30％　PL10

６ 陶器 甕 ［32.0］ （6.1） － 長石・石英 灰褐 良好 外・内面ロクロナデ 覆土中 常滑系
５％　PL10

７ 陶器 甕 － （43.5） 15.6 長石・石英 にぶい褐 良好 体部外・内面ナデ 覆土中 常滑系
30％　PL9

６

７

０ 10㎝

０ 10㎝

－ 18 － － 19 －



土層解説
１　橙　　　色　ロームブロック多量，粘土ブロック少量
２　にぶい褐色　ロームブロック中量，粘土ブロック微量
３　極 暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

５　褐　　　色　ロームブロック中量
６　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
７　黒　　　色　ロームブロック微量

第７号井戸跡（第 14 図）

位置　調査区西部のＢ３b4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状  確認面は径 1.70 ｍの円形である。南東部は，確認面から深さ 0.57 ｍにテラス状の平坦面を有し

ている。それより下部は径 1.10 ｍの円筒状に掘り下げている。深さ 0.70 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，

下部の調査を断念した。

覆土　７層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片 14 点（片口鉢），鉄滓１点（31.0 ｇ），石製品１点（板碑片ヵ），礫 11 点のほか，縄文

土器片 2点（深鉢）が出土している。８は北東部から東部の覆土上層から中層にかけて出土した破片が接合し

たものである。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第７号井戸跡出土遺物観察表（第 14 図）

第 14 図　第７号井戸跡・出土遺物実測図

第 11 号井戸跡（第 15 図）

位置　調査区西部のＢ３d5 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

８ 陶器 片口鉢 ［34.4］ 14.0 ［14.0］ 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ロクロナデ　体部外面摩滅　　
内面横ナデ

覆土上層
～中層

常滑系
30％　PL10
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土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

４　黒　　　色　ロームブロック微量
５　暗　褐　色　ロームブロック微量

所見　素掘りの構造である。時期は，遺構の形状や重複関係から中世と考えられる。

第 16 図　第 12 号井戸跡実測図

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　黒　　　色　ロームブロック微量

３　黒　褐　色　ローム粒子少量
４　黒　　　色　ローム粒子微量

第 12 号井戸跡（第 16 図）

位置　調査区西部のＢ３e2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 73・152 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面は径 1.40 ｍの円形である。確認面から深さ 0.66 ｍ，径 1.03 ｍまで窄まり，その時点で湧

水が確認されたため，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師質土器片３点（小皿），陶器片２点（甕），礫 121 点が出土している。いずれも細片のため

図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器や重複関係から中世と考えられる。

重複関係　第 146 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面は径 1.14 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.73 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　５層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

第 15 図　第 11 号井戸跡実測図
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土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

３　黒　　　色　ローム粒子微量

第 13 号井戸跡（第 17 図）

位置　調査区西部のＢ３d2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 148・149・201 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた規模は径 1.26 ｍの不整楕円形である。上部は削平のため不明で，深さ 0.32 ｍから下部

は径 1.03 ｍの円筒状に掘り下げている。深さ 0.60 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片１点（甕），石器１点（磨石），礫４点のほか，縄文土器片３点（深鉢）が出土している。

いずれも細片のため図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器や重複関係から中世と考えられる。

第 17 図　第 13 号井戸跡実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量

４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
５　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 15 号井戸跡（第 18 図）

位置　調査区西部のＢ３b3 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は径 0.94 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.68 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　５層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），陶器片 11 点（片口鉢４，甕７），礫３点のほか，縄文土器片２点

（深鉢）が出土している。９は覆土下層から出土した破片と，第 17 号井戸跡の覆土中から出土した破片が接合

したものである。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。
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第 18 図　第 15 号井戸跡・出土遺物実測図

第 15 号井戸跡出土遺物観察表（第 18 図）

第 19 図　第 17 号井戸跡実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量

３　黒　　　色　ロームブロック微量
４　暗　褐　色　ローム粒子少量

第 17 号井戸跡（第 19 図）

位置　調査区西部のＢ３b4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は径 1.22 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.60 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。陶器片１点（片口鉢）は中央部の覆土中から出土し，

第 15 号井戸跡から出土した９と接合している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

９ 陶器 片口鉢 ［30.8］ 13.3 12.6 長石・石英・細礫 灰 良好 ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り　底部回転
ヘラ削り後高台貼付 覆土下層 常滑系

60％　PL10

０ ２ｍ

０ ２ｍ

０ 10㎝
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土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

３　黒　褐　色　ロームブロック少量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第 18 号井戸跡（第 20 図）

位置　調査区西部のＢ３d2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 169・170 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面は長径 2.00 ｍ，短径 1.66 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 68°－Ｅである。確認面から深さ

0.66 ｍで径 1.05 ｍまで窄まり，その時点で湧水が確認されたため，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第 20 図　第 18 号井戸跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　陶器片１点（擂鉢），礫３点が出土している。10 は北西部の覆土上層から出土している。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第 18 号井戸跡出土遺物観察表（第 20 図）

第 19 号井戸跡（第 21 図）

位置　調査区西部のＢ３f1 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

10 陶器 擂鉢 － （6.2） ［12.6］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 外・内面ロクロナデ　内面７条１単位の擂目 覆土上層 瀬戸・美濃系
５％　PL10

10.0m

10

SK170

SK169

B A

A A' B 10 B'A' B'

１

２

４

３

10

０ ２ｍ

０ 10㎝

－ 24 －



第 21 図　第 19 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量

３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

規模と形状　確認面は長径 1.60 ｍ，短径 1.23 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 25°－Ｗである。確認面から深さ 

0.60 ｍで径 1.00 ｍまで窄まり，その時点で湧水が確認されたため，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片 16 点（片口鉢３，甕 13），磁器片１点（碗），石器１点（砥石），礫 13 点のほか，縄文

土器片６点（深鉢）が出土している。TP11 は北部の覆土上層から出土している。11 は覆土中から出土した破

片が接合したものである。TP10・Ｑ４は覆土中から出土している。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第 19 号井戸跡出土遺物観察表（第 21 図）

第 22 図　第 20 号井戸跡実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

３　極 暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック微量

第 20 号井戸跡（第 22・23 図）

位置　調査区西部のＢ３d1 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係  第 168 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面は長径 1.58 ｍ，短径 1.38 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 20°－Ｅである。確認面から深さ 

0.50 ｍで径 0.89 ｍまで窄まり，その時点で湧水が確認されたため，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックが含まれていることから埋め戻されている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

11 陶器 片口鉢 － （7.9） 15.7 長石・石英・細砂 明赤褐 普通 体部外・内面ナデ　下端ヘラ削り 覆土中 常滑系
20％　PL10

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 砥石 （5.5） 3.3 2.3 （50） 凝灰岩 砥面４面　他は破断面 覆土中  PL14

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP10 陶器 甕 長石・石英・細礫 灰黄 体部外面上位叩き痕を残すナデ　下位ヘラ削り後ナデ　内面輪積痕を残すナデ 覆土中 常滑系
PL12

TP11 陶器 甕 長石・細礫 黄褐 体部外面ヘラナデ　内面輪積痕を残すナデ 覆土上層 常滑系

SK168
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第 24 図　第 21 号井戸跡実測図

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
２　にぶい褐色　ロームブロック少量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 21 号井戸跡（第 24・25 図）

位置　調査区西部のＢ２f0 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　削平されているため確認面の長径は 1.02 ｍで，短径は 0.80 ｍまでしか確認できなかったが，円形

になると推定される。確認面から円筒状に掘り下げている。深さ 0.60 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，

下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片４点（片口鉢），礫５点のほか，縄文土器片１点（深鉢）が出土している。12 は中央部

の覆土中層から出土している。

所見　素掘りの構造である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第 20 号井戸跡出土遺物観察表（第 23 図）

遺物出土状況　石器１点（砥石）のほか，縄文土器片２点（深鉢）が出土している。Ｑ５は覆土中から出土し

ている。

所見　素掘りの構造である。時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。

第 23 図　第 20 号井戸跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ５ 砥石 （9.9） （3.0） （2.6） （115） 凝灰岩 砥面４面　他は破断面 覆土中  PL14
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第 21 号井戸跡出土遺物観察表（第 25 図）

第 25 図　第 21 号井戸跡出土遺物実測図

表４　中世井戸跡一覧表

第 199 号土坑（第 26 図）

位置　調査区西部のＢ２d9 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 225 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形はＴ字形で，主軸方向はＮ－ 160°－Ｅである。通風溝の規模は長さ 0.97 ｍ，上幅 0.32 ｍ，

下幅 0.08 ｍである。確認面からの深さは 20㎝で，底面は凹凸がある。燃焼部は横幅 1.40 ｍ，奥行 0.58 ｍの長

方形で，主軸と直交している。確認面からの深さは 10㎝で，壁は緩やかに傾斜している。燃焼部の北部から

東部にかけてと西部の壁際，通風溝の北部で焼土と炭化材が確認された。

（2）火葬土坑

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

12 陶器 片口鉢 － （11.3）［15.0］ 長石・石英・細砂 にぶい赤褐 良好 体部下端ヘラ削り 覆土中層 常滑系
10％

番号 位置 長径方向 平面形
　　規　　 　模

断面形 底面 覆土 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

４ B4f1 － 円形 1.18 × 1.08 （66） 円筒状 － 人為 陶器，石器

６ B3a8 － ［円形］ 1.20 ×（0.94） （68） 円筒状 － 人為 陶器

７ B3b4 － 円形 1.70 × 1.63 （70） 段状 － 人為 陶器

11 B3d5 － 円形 1.14 × 1.04 （73） 円筒状 － 人為 本跡→ SK146

12 B3e2 － 円形 1.40 × 1.36 （66） ［漏斗状］ － 人為 陶器，石器 本跡→ SK73・152

13 B3d2 － 不整楕円形 （1.26）×（1.16） （60） ［円筒状］ － 人為 陶器，石器 本跡→ SK148・149・201

15 B3b3 － 円形 0.94 × 0.88 （68） 円筒状 － 人為 土師質土器，陶器

17 B3b4 － 円形 1.22 × 1.18 （60） 円筒状 － 自然 陶器

18 B3d2 N － 68°－Ｅ 楕円形 2.00 × 1.66 （66） ［漏斗状］ － 人為 陶器 本跡→ SK169・170

19 B3f1 N － 25°－Ｗ 楕円形 1.60 × 1.23 （60） ［漏斗状］ － 人為 陶器，石器

20 B3d1 N － 20°－Ｅ 楕円形 1.58 × 1.38 （50） ［漏斗状］ － 人為 石器 本跡→ SK168

21 B2f0 － ［円形］ 1.02 ×（0.80） （60） 円筒状 － 人為 陶器

12
０ 10㎝

－ 28 －



第 26 図　第 199 号土坑実測図

第 27 図　第 200 号土坑実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

３　暗　赤　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

第 200 号土坑（第 27 図）

位置　調査区西部のＢ２d0 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　平面形はＴ字形で，主軸方向はＮ－ 122°－Ｗである。通風溝の規模は長さ 1.10 ｍ，上幅 0.40 ｍ，

下幅0.14ｍである。確認面からの深さは24㎝で，底面は燃焼部に向かって傾斜している。燃焼部は横幅1.50ｍ，

奥行 0.90 ｍの長方形で，主軸と直交している。確認面からの深さは 16㎝で，壁は緩やかに傾斜している。燃

焼部南部及び通風溝で焼土が，燃焼部の北部から南部にかけて炭化材がそれぞれ確認された。

覆土　４層に分層できる。第２～４層から骨粉が出土していることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

３　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　燃焼部の底面から骨片と骨粉が，覆土下層から上層にかけて骨粉がそれぞれ出土している。

所見　焼土と炭化材及び骨片と骨粉が出土していることから，火葬施設と推測できる。遺骸を火葬し，収骨し

た後に埋め戻されている。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

覆土　４層に分層できる。第１・２・４層から骨粉が出土していることから，埋め戻されている。
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遺物出土状況　燃焼部及び通風溝の底面から骨片と骨粉が，覆土下層から上層にかけて骨粉がそれぞれ出土し

ている。

所見　焼土と炭化材及び骨片と骨粉が出土していることから，火葬施設と推測できる。遺骸を火葬し，収骨し

た後に埋め戻されている。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第 28 図　第 218 号土坑実測図

土層解説
１　黒　　　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ２　黒　褐　色　焼土ブロック少量，炭化材・ローム粒子少量

第 218 号土坑（第 28 図）

位置　調査区西部のＢ２c9 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　平面形は不整Ｔ字形で，主軸方向はＮ－ 40°－Ｗである。通風溝の規模は長さ 1.30 ｍ，上幅 0.42

ｍ，下幅 0.24 ｍである。確認面からの深さは 50㎝で，底面は平坦である。燃焼部は横幅 1.08 ｍ，奥行 0.50 ｍ

の不整長方形で，主軸と直交している。確認面からの深さは 10㎝で，壁は緩やかに傾斜している。燃焼部の

西部及び通風溝で焼土が確認された。

覆土　２層に分層できる。両層から骨粉が出土していることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　燃焼部の底面から骨片と骨粉が，覆土下層から上層にかけて骨粉がそれぞれ出土している。

所見　焼土と炭化材及び骨片と骨粉が出土していることから，火葬施設と推測できる。遺骸を火葬し，収骨し

た後に埋め戻されている。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第 239 号土坑（第 29 図）

位置　調査区西部のＢ２d8 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　平面形はＴ字形で，主軸方向はＮ－ 142°－Ｅである。通風溝の規模は長さ 1.34 ｍ，上幅 0.40 ｍ，

下幅0.10ｍである。確認面からの深さは38㎝で，底面は燃焼部に向かって傾斜している。燃焼部は横幅1.14ｍ，

奥行 0.57 ｍの長方形で，主軸と直交している。確認面からの深さは 32㎝で，壁は外傾している。燃焼部の南

部で焼土が確認された。
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第 29 図　第 239 号土坑実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
３　暗 赤 褐 色　ロームブロック ･焼土ブロック ･炭化粒子少量

４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
５　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　燃焼部の底面から覆土上層にかけて骨片及び骨粉が出土している。

所見　焼土と炭化物及び骨片と骨粉が出土していることから，火葬施設と推測できる。遺骸を火葬し，収骨し

た後に埋め戻されている。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

覆土　５層に分層できる。各層から骨片及び骨粉が出土していることから，埋め戻されている。

表５　中世火葬土坑一覧表

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子　
　　　　　　　　微量
２　黒　褐　色　粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

４　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
５　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　黒　褐　色　ロームブロック少量

第１号方形竪穴遺構（第 30 図）

位置　調査区西部のＡ３j7 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 2.83 ｍ，短軸 1.88 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 49°－Ｅである。壁高は 38 ～ 56㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　若干起伏があり，ほぼ全面が硬化している。

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 28㎝・31㎝で，配置から柱穴である。

覆土　６層に分層できる。不規則な堆積状況を示し，多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め

戻されている。

（3）方形竪穴遺構

番号 位置 軸方向 平面形
通　風　溝 （ｍ） 燃　焼　部 （ｍ）

覆土 主な出土遺物 備　　考
新旧関係（古→新）長さ 上幅 下幅 深さ

（㎝） 横幅×奥行 深さ
（㎝） 平面形

199 B2d9 Ｎ－ 160°－Ｅ Ｔ字形 0.97 0.32 0.08 20 1.40 × 0.58 10 長方形 人為 骨片，骨粉 SK225 →本跡

200 B2d0 Ｎ－ 122°－Ｗ Ｔ字形 1.10 0.40 0.14 24 1.50 × 0.90 16 長方形 人為 骨片，骨粉

218 B2c9 Ｎ－ 40°－Ｗ 不整Ｔ字形 1.30 0.42 0.24 50 1.08 × 0.50 10 不整長方形 人為 骨片，骨粉

239 B2d8 Ｎ－ 142°－Ｅ Ｔ字形 1.34 0.40 0.10 38 1.14 × 0.57 32 長方形 人為 骨片，骨粉
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第 30 図　第１号方形竪穴遺構実測図

遺物出土状況　陶器片２点（不明），磁器片１点（徳利）のほか，縄文土器片２点（深鉢）が出土している。

いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
２　黒　　　色　ロームブロック微量
３　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量

５　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
６　黒　褐　色　ロームブロック少量
７　明　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

第２号方形竪穴遺構（第 31 図）

位置　調査区西部のＢ３a5 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　北西部が削平されているため，長軸が 2.92 ｍで，短軸は 1.56 ｍしか確認できなかった。平面形は

ピットの位置から長方形になるものと推定される。長軸方向はＮ－ 44°－Ｅである。壁高は 12 ～ 22㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，全面が踏み固められている。南コーナー部に，幅 68㎝，奥行は 39㎝で，６㎝ほどの高まり

があり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 26 ～ 34㎝で，配置から柱穴である。

覆土　７層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。東部の下層からは焼土塊が確

認された。

第 31 図　第２号方形竪穴遺構実測図
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第 32 図　第３号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量
４　褐　　　色　ロームブロック中量

第３号方形竪穴遺構（第 32 図）
位置　調査区西部のＢ３b0 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 2.92 ｍ，短軸 1.92 ｍの長方形である。長軸方向はＮ－ 58°－Ｅである。壁高は 36 ～ 45㎝で，

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，全面が踏み固められている。北コーナー部に，幅は 67㎝，奥行は 31㎝で，11㎝ほどの高ま

りがあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 27 ～ 52㎝で，配置から柱穴である。

覆土　４層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片５点（碗１，片口鉢４），磁器片１点（不明）のほか，縄文土器片５点（深鉢）が出土

している。13 は北東部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿），陶器片１点（不明）のほか，縄文土器片１点（深鉢）が出土している。

いずれも細片のため図示できない。

所見　東部の覆土下層で確認された焼土塊は，埋め戻しの際に混入したものである。時期は，出土土器や遺構

の形状から中世と考えられる。
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第３号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第 32 図）

第 33 図　第４号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子微量
５　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

７　黒　　　色　粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量，ローム粒
　　　　　　　　子微量
８　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
９　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック ･炭化物 ･焼
　　　　　　　　土粒子微量

第４号方形竪穴遺構（第 33 図）

位置　調査区西部のＢ３d6 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.24 ｍ，短軸 2.30 ｍの長方形である。長軸方向はＮ－ 43°－Ｅである。壁高は 35 ～ 46㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，全面が踏み固められている。南コーナー部に，幅 95㎝，奥行は 78㎝で，高さは 18㎝のスロ

ープがあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。南東部床面の広い範囲から焼土と炭化物が検出されてい

る。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さは不明で，配置から柱穴である。Ｐ３は深さ 18㎝で，性格不明である。

覆土　９層に分層できる。多くの層にロームブロックや粘土ブロックが含まれていることから埋め戻されてい

る。

遺物出土状況　土師質土器片２点（甕），陶器片３点（甕２，不明１），炭化種子１点（桃）のほか，縄文土器

片５点（深鉢）が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　床面から焼土が検出されたことや，覆土に焼土や炭化物が混入していたことから，焼失遺構の可能性も

考えられるが詳細は不明である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

13 陶器 片口鉢 ［31.7］ 12.0 ［13.7］ 長石・石英・細砂 褐色 良好 口縁部外・内面横ナデ　体部外・内面ナデ　
下端ヘラ削り 覆土下層 常滑系
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第 34 図　第５号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
５　灰　褐　色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量

第５号方形竪穴遺構（第 34 図）

位置　調査区西部のＢ３c4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.02 ｍ，短軸 2.10 ｍの長方形である。長軸方向はＮ－ 66°－Ｅである。壁高は 27 ～ 28㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦で，ほぼ全面が踏み固められている。東コーナー部に，幅 76㎝，奥行 25㎝で，17㎝ほどの高まりがあり，

出入り口施設に伴うものと考えられる。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 34 ～ 47㎝で，配置から柱穴である。Ｐ４・Ｐ５は深さ 46㎝・28㎝で，出

入り口施設に伴う柱穴と考えられる。Ｐ６は深さ 15㎝で，性格不明である。

覆土　５層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片２点（甕）のほか，土師器片２点（甕）が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

第６号方形竪穴遺構（第 35 図）

位置　調査区西部のＢ３e2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 183 号土坑を掘り込み，第 187 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状  長軸 3.90 ｍ，短軸 2.34 ｍの長方形である。長軸方向はＮ－ 44°－Ｗである。壁高は９～ 32㎝で，

緩やかに傾斜して立ち上がっている。

床　凹凸があり，ほぼ全面が踏み固められている。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 48㎝・44㎝で，配置から柱穴である。Ｐ３は深さ 38㎝で，性格不明である。
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第 35 図　第６号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

３　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　鉄滓２点（39.4ｇ）のほか，縄文土器片７点（深鉢）が出土している。いずれも細片のため図

示できない。

所見　時期は，周囲の遺構の形状や重複関係から中世と考えられる。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

第 36 図　第７号方形竪穴遺構実測図

第７号方形竪穴遺構（第 36 図）

位置　調査区西部のＢ３a3 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　北東部及び北西部の一部が撹乱により削平されている。長軸 2.64 ｍ，短軸 2.30 ｍの長方形と推

定される。長軸方向はＮ－ 35°－Ｗである。壁高は 30 ～ 40㎝で，外傾して立ち上がっている。
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土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量

３　黒　褐　色　ロームブロック少量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　磁器片１点（不明），礫 2点のほか，縄文土器片３点（深鉢）が出土している。いずれも細片

のため図示できない。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

床　やや起伏があり，全面が踏み固められている。

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 14 ～ 48㎝で，配置から柱穴である。

覆土　４層に分層できる。不規則な堆積状況であることや各層にロームブロックが含まれていることから埋め

戻されている。

第 37 図　第８号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第８号方形竪穴遺構（第 37 図）

位置　調査区西部のＢ２e8 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 236 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 2.87 ｍ，短軸 2.26 ｍの長方形である。長軸方向はＮ－ 62°－Ｅである。壁高は 36 ～ 42㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，全面が踏み固められている。

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ８㎝・12㎝で，配置から柱穴と考えられる。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片４点（片口鉢２，甕２），礫 4点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　時期は，出土土器や重複関係から中世と考えられる。
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表６　中世方形竪穴遺構一覧表

第 38 図　第 157 号土坑・出土遺物実測図

第 157 号土坑（第 38 図）

位置　調査区西部のＢ３b2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 1.64 ｍ，短軸 1.10 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 67°－Ｅである。深さは 18㎝で，壁は緩

やかに傾斜している。底面は平坦である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），銭貨１点（皇宋通寶）が出土している。Ｍ１は中央部の覆土上層

から出土している。

所見　出土遺物の状況や遺構の形状から，墓坑と推測されるが本来の機能は不明である。時期は，出土土器か

ら中世と考えられる。

第 157 号土坑出土遺物観察表（第 38 図）

　確認した土坑 47 基のうち，主な遺物が出土している４基について本文と実測図で記載する。その他の

土坑については，実測図のみで掲載する。

（4） 土坑（第 38 ～ 47 図）

番号 位置 長軸方向 平面形
規模 壁高

（㎝） 床面
内部施設

覆土 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ） 柱穴 ピット 出入口部

１ A3j7 N － 49°－Ｅ 長方形 2.83 × 1.88 38 ～ 56 起伏 2 － － 人為 陶器，磁器

２ B3a5 N － 44°－Ｅ ［長方形］ 2.92 ×（1.56） 12 ～ 22 平坦 3 － 1 人為 土師質土器，陶器

３ B3b0 N － 58°－Ｅ 長方形 2.92 × 1.92 36 ～ 45 平坦 3 － 1 人為 陶器，磁器

４ B3d6 N － 43°－Ｅ 長方形 3.24 × 2.30 35 ～ 46 平坦 2 1 1 人為 土師質土器，陶器，炭化物

５ B3c4 N － 66°－Ｅ 長方形 3.02 × 2.10 27 ～ 28 平坦 5 1 1 人為 陶器

６ B3e2 N － 44°－Ｗ 長方形 3.90 × 2.34 9 ～ 32 凹凸 2 1 － 人為 鉄滓 SK183 →本跡→ SK187

７ B3a3 N － 35°－Ｗ ［長方形］ 2.64 × 2.30 30 ～ 40 起伏 3 － － 人為 磁器

８ B2e8 N － 62°－Ｅ 長方形 2.87 × 2.26 36 ～ 42 平坦 2 － － 人為 陶器 SK236 →本跡

番号 銭　種 径 厚さ 孔幅 重量 材質 初 鋳 年 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ１ 皇宋通寶 2.51 （0.13） 0.61 （2.0） 銅 1068 北宋銭　無背　一部欠損 覆土上層  PL14
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第 161 号土坑（第 39 図）

位置　調査区西部のＢ３c2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 160 号土坑を掘り込み，第 158 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東部を第 158 号土坑に掘り込まれているため，北西・南東軸が 1.02 ｍで，北東・南西軸は 0.98

ｍしか確認できなかった。方形もしくは長方形と推測される。北西・南東軸方向はＮ－ 44°－Ｗである。深さ

は 12㎝で，壁は緩やかに傾斜している。底面は平坦である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

第 39 図　第 161 号土坑・出土遺物実測図

第 161 号土坑出土遺物観察表（第 39 図）

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量

第 241 号土坑（第 40・41 図）

位置　調査区西部のＢ２d7 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.45 ｍ，短径 0.37 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 47°－Ｅである。深さは 47㎝で，壁はほ

ぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

第 40 図　第 241 号土坑実測図

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），陶器片１点（片口鉢），礫 1点が出土している。14 は覆土中から

出土している。

所見　遺構の形状から墓坑と推測されるが本来の機能は不明である。時期は，出土土器と重複関係から中世と

考えられる。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

14 土師質土器 小皿 ［6.6］ 1.4 ［4.6］ 長石・石英 橙 普通 外・内面ナデ　底部回転糸切り 覆土中 40％　PL10
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遺物出土状況　陶器片 24 点（鉢）が中央部から北西部の覆土中層から下層にかけて出土している。15 は出土

した 24 点すべてが接合したものである。

所見　土器片が一括して投げ込まれていることから，廃棄土坑と推測されるが本来の機能は不明である。時期

は，出土土器から中世と考えられる。

第 41 図　第 241 号土坑出土遺物実測図

第 241 号土坑出土遺物観察表（第 41 図）

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック中量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量

５　黒　　　色　ローム粒子微量
６　黒　褐　色　ローム粒子少量
７　暗　褐　色　ロームブロック少量
８　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 242 号土坑（第 42 図）

位置　調査区西部のＢ３d8 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 4.90 ｍ，短径 4.60 ｍの不定形で，長径方向はＮ－ 35°－Ｗである。深さは 65㎝で，壁は緩

やかに傾斜している。底面は平坦である。

覆土　８層に分層できる。不規則な堆積状況であることや多くの層にロームブロックが含まれていることから

埋め戻されている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

15 陶器 鉢 39.4 13.5 14.6 長石・石英 黄灰 良好 口縁部凹み３か所　体部外・内面ナデ　下端ヘ
ラ削り

覆土中層
～下層

常滑系
80％　PL9

15

０ 10㎝

－ 40 －



第 42 図　第 242 号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師質土器片５点（小皿），陶器片 10 点（片口鉢），石器・石製品３点（砥石・磨石・板碑片ヵ），

椀状滓３点（339.6 ｇ），礫 18 点のほか，縄文土器片 36 点（深鉢）が出土している。Ｑ６・Ｍ２はいずれも覆

土中から出土している。

所見　出土遺物の状況や遺構の形状から，廃棄土坑，井戸，溜め池などいくつかの機能が想定されるが本来の

機能は不明である。時期は，出土土器から中世と考えられる。

第 242 号土坑出土遺物観察表（第 42 図）

第 43 図　中世のその他の土坑実測図（１）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ６ 砥石 （14.3） 6.0 3.6 （115） 凝灰岩 砥面４面　他１面は破断面 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ２ 椀状滓 8.6 8.6 3.3 295 鉄 着磁性あり　表面は暗赤褐色で中央部に円筒状の凹みあり　
裏面は暗青灰色で滑らか 覆土中  PL14
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第 44 図　中世のその他の土坑実測図（２）
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第 45 図　中世のその他の土坑実測図（３）
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第 46 図　中世のその他の土坑実測図（４）
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第 47 図　中世のその他の土坑実測図（５）

第 70 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 73 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　にぶい褐色　ロームブロック少量

第 76 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 85 号土坑土層解説
１　黒　　　色　粘土粒子少量，ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量

第 110 ～ 112 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　黒　　　色　ローム粒子微量
５　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

第 114 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量

第 115 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
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第 116・117 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第 134 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
２　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
３　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第 135 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 136 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 137 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ    
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
５　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
６　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
７　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

第 148・149 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子微量

第 150 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 153 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 154 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量

第 155 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第 158 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第 159 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第 160 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 164 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 166・167 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量

第 168 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 173 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

第 177 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　褐　　　色　ロームブロック中量

第 183 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第 187 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第 190 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 193 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック中量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第 195 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第 196 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
３　暗　褐　色　ロームブロック微量
４　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
５　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第 197 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 198 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 201 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 202 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　褐　　　色　ロームブロック中量

第 204 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量

第 225 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
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表７　中世土坑一覧表

番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

70 B4e1 Ｎ－ 39°－Ｗ 楕円形 2.10 × 0.19 32 人為 平坦 緩斜

73 B3d3 Ｎ－ 43°－Ｅ 長方形 0.84 × 0.70 20 人為 平坦 外傾
緩斜 SE12 →本跡

76 B3b9 Ｎ－ 65°－Ｅ ［長方形］ （1.94）× 1.40 23 人為 平坦 緩斜

85 B3b8 Ｎ－ 28°－Ｗ 楕円形 1.52 × 1.20 24 人為 平坦 緩斜 陶器

110 B3b7 Ｎ－ 33°－Ｗ 不定形 1.96 × 1.44 23 人為 平坦 緩斜 陶器 SK111 →本跡

111 B3a7 Ｎ－ 41°－Ｅ 楕円形 1.90 × 1.24 18 人為 皿状 緩斜 SK112 →本跡→ SK110

112 B3a7 Ｎ－ 38°－Ｗ ［楕円形］ 1.70 × 1.08 16 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK111

113 B3a7 Ｎ－ 90°－Ｗ 不定形 1.30 × 0.72 16 不明 平坦 緩斜 本跡→ SK114・115

114 B3a7 Ｎ－ 37°－Ｅ 楕円形 2.00 × 1.44 33 自然 平坦 緩斜 土師質土器 SK113 →本跡

115 A3j7 Ｎ－ 60°－Ｅ 長方形 2.40 × 1.74 23 人為 平坦 緩斜 陶器 SK113 →本跡

116 B3a6 Ｎ－ 45°－Ｗ － 1.02 ×（0.46） 6 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK117

117 A3j7 Ｎ－ 44°－Ｅ 長方形 1.94 × 1.10 10 人為 平坦 緩斜 SK116 →本跡

134 B3c3 Ｎ－ 32°－Ｗ 長方形 3.68 × 2.00 30 人為 平坦 外傾
緩斜 土師質土器，陶器 本跡→ SK138

135 B3b3 Ｎ－ 50°－Ｅ 不定形 1.28 × 1.00 50 人為 平坦 外傾 土師質土器

136 B3f7 Ｎ－ 51°－Ｅ 長方形 1.38 × 0.96 8 人為 平坦 緩斜

137 A3j7 Ｎ－ 53°－Ｅ ［楕円形］ 2.24 × 2.00 （50） 人為 平坦 外傾
緩斜 陶器

148 B3d1 Ｎ－ 23°－Ｗ 長方形 1.90 × 0.70 12 人為 平坦 緩斜 SE13，SK201 →本跡

149 B3d2 Ｎ－ 37°－Ｗ ［長方形］ ［1.96］× 0.70 12 人為 平坦 緩斜 SE13，SK201 →本跡
→ SK176　SK154 と重複

150 B3c3 Ｎ－ 27°－Ｗ 長方形 1.42 × 1.17 10 人為 平坦 緩斜

153 B3c1 Ｎ－ 22°－Ｗ ［長方形］ 1.52 × 0.92 12 人為 平坦 外傾 本跡→ SK176

154 B3c2 Ｎ－ 32°－Ｗ 長方形 1.60 × 0.74 20 人為 平坦 緩斜 SK149・201 と重複

155 B3c3 Ｎ－ 36°－Ｗ 長方形 2.34 × 0.50 24 人為 平坦 緩斜

157 B3b2 Ｎ－ 67°－Ｅ 長方形 1.64 × 1.10 18 － 平坦 緩斜 土師質土器，銭貨

158 B3c2 Ｎ－ 47°－Ｗ ［長方形］ 2.74 × 1.10 24 人為 平坦 外傾 土師質土器，磁器 SK160・161 →本跡→ SK159

159 B3c2 Ｎ－ 60°－Ｅ 長方形 1.38 × 0.90 10 人為 平坦 緩斜 陶器 SK158 →本跡

160 B3c2 Ｎ－ 43°－Ｗ ［長方形］ （1.60）× 0.60 14 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK158・161

161 B3c2 Ｎ－ 44°－Ｗ［方形・長方形］ 1.02 ×（0.98） 12 人為 平坦 緩斜 土師質土器，陶器 SK160 →本跡→ SK158

164 B3c3 Ｎ－ 45°－Ｗ ［長方形］ （1.81）× 1.00 20 人為 平坦 外傾
緩斜 本跡→ SE14

166 B3d1 Ｎ－ 36°－Ｗ 長方形 2.34 × 1.04 44 人為 平坦 外傾 陶器 SK167・198・202 →本跡

167 B3d1 Ｎ－ 60°－Ｅ 方形 1.06 × 1.02 6 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK166・196

168 B3d1 Ｎ－ 34°－Ｗ 長方形 1.82 × 0.88 14 人為 平坦 緩斜 SE20 →本跡

173 B2d7 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 1.56 × 1.36 30 人為 皿状 緩斜

177 B3e1 Ｎ－ 41°－Ｗ 長方形 2.18 × 1.40 36 人為 平坦 外傾 土師質土器 本跡→ SK178

183 B3e2 Ｎ－ 55°－Ｗ ［楕円形］ 1.16 ×（0.48） 10 人為 平坦 緩斜 本跡→ SH6

187 B3d1 Ｎ－ 36°－Ｗ ［長方形］ 1.90 ×（1.00） 57 人為 平坦 直立
外傾 土師質土器，剥片 SH6 →本跡→ SK179

190 B3d1 Ｎ－ 52°－Ｅ 長方形 2.00 × 1.00 50 人為 平坦 外傾 本跡→ SK189

193 B2e0 Ｎ－ 51°－Ｗ （楕円形） 1.50 ×（1.26） 50 人為 平坦 直立
外傾 陶器

195 B2e0 Ｎ－ 18°－Ｗ 長方形 1.30 × 0.90 12 人為 平坦 緩斜

196 B2e1 Ｎ－ 27°－Ｗ 長方形 1.94 × 1.28 22 自然 平坦 外傾 SK167 →本跡

197 B1e0 Ｎ－ 35°－Ｗ 長方形 1.90 × 0.90 20 人為 平坦 外傾

198 B3d1 Ｎ－ 44°－Ｅ ［長方形］ （1.08）× 0.98 40 人為 平坦 外傾 本跡→ SK166

201 B3d2 Ｎ－ 42°－Ｅ 長方形 1.61 × 0.94 33 人為 平坦 外傾 SE13，SK154 →本跡
→ SK148・149・176

202 B3d1 Ｎ－ 70°－Ｗ ［長方形］ 1.90 × 0.63 37 人為 平坦 外傾 本跡→ SK166

204 B2d0 Ｎ－ 48°－Ｅ 長方形 2.18 × 1.10 44 人為 平坦 直立
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第 48 図　第 130 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子微量

３　黒　褐　色　ロームブロック微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第 130 号土坑（第 48 図）

位置　調査区東部のＢ３d4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 2.56 ｍ，短軸 0.76 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 26°－Ｗである。深さは 32㎝で，壁は外

傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

遺物出土状況　陶器片１点（皿）のほか，縄文土器片２点（深鉢）が出土している。16は覆土中から出土している。

所見　性格は不明である。時期は，出土土器から近世と考えられる。

第 130 号土坑出土遺物観察表（第 48 図）

３　近世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，土坑 55 基，堀跡１条を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

（1）土坑（第 48～ 56 図）

　確認した土坑 55 基のうち，主な遺物が出土している３基については，本文と実測図で記載する。重複

関係，遺構の形状などから近世と考えられるその他の土坑については，実測図のみを掲載するものとする。

番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

225 B2d9 Ｎ－ 61°－Ｅ 長方形 2.50 × 1.50 48 人為 平坦 外傾 陶器 本跡→ SK199・224

241 B2d7 Ｎ－ 47°－Ｅ 楕円形 0.45 × 0.37 47 人為 平坦 直立 陶器

242 B3d8 Ｎ－ 35°－Ｗ 不定形 4.90 × 4.60 65 人為 平坦 緩斜 土師質土器，陶器，石器・
石製品，椀状滓

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

16 陶器 皿 － （1.1） ［7.0］ 長石・石英 灰白 良好 外・内面長石釉　高台貼付 覆土中 志野系
５％

10.2mA A'

B

B B'

A

A'

B'
２ １

３ ４

３

16

０ １ｍ ０ ５㎝

－ 48 － － 49 －



第 49 図　第 144 号土坑実測図

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

３　黒　褐　色　ローム粒子少量
４　褐　　　色　ロームブロック中量

第 144 号土坑（第 49 図）

位置　調査区東部のＢ３e6 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 143 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 1.68 ｍ，短軸 0.46 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 41°－Ｗである。深さは 23㎝で，壁は緩

やかに傾斜して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師質土器片 2点（小皿），陶器片１点（皿），磁器片１点（碗）のほか，縄文土器片３点（深

鉢）が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　性格は不明である。時期は，出土土器から近世と考えられる。

第 50 図　第 146 号土坑実測図

第 146 号土坑（第 50 図）

位置　調査区東部のＢ３d5 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 11 号井戸跡を掘り込んでいる。
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土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　陶器片１点（碗），磁器片１点（皿）のほか，縄文土器片２点（深鉢）が出土している。いず

れも細片のため図示できない。

所見　性格は不明である。時期は，出土土器や重複関係から近世と考えられる。

規模と形状　長軸 4.20 ｍ，短軸 0.62 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 29°－Ｗである。深さは 24㎝で，壁は外

傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

第 51 図　近世のその他の土坑実測図（１）
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第 52 図　近世のその他の土坑実測図（２）
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第 53 図　近世のその他の土坑実測図（３）
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第 54 図　近世のその他の土坑実測図（４）
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第 55 図　近世のその他の土坑実測図（５）
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第１号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量
４　黒　褐　色　ローム粒子少量
５　暗　褐　色　ロームブロック微量

第６号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量

第８号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 13 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 17 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 56 図　近世のその他の土坑実測図（６）
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第 19 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第 20 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 27 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第 28 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量

第 29 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第 32 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第 33・34 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量

第 37 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 38 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 40 ～ 43 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック微量
３　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
４　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第 46 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック微量

第 49・50 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 51 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 54 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 58 ～ 60 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　黒　褐　色　ローム粒子少量
３　黒　褐　色　ローム粒子微量

第 62 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
４　暗　褐　色　ローム粒子中量
５　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　ローム粒子少量
７　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第 63 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量
４　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
５　黒　褐　色　ロームブロック少量
６　暗　褐　色　ロームブロック少量
７　黒　褐　色　ローム粒子微量

第 68 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第 75 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子微量

第 77 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第 81 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 90 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　黒　褐　色　ロームブロック微量
４　暗　褐　色　ロームブロック中量

第 92・93 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
４　暗　褐　色　ロームブロック微量

第 97 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

第 98 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化物微量

第 101 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 102 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 124・125 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量
３　黒　褐　色　ローム粒子微量

第 127 号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

第 128 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック微量

第 129 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　にぶい褐色　ロームブロック中量

－ 56 － － 57 －



表８　近世土坑一覧表

第 138 号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子・粘土粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量
４　褐　　　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
５　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
６　極 暗 褐 色　ロームブロック・粘土粒子微量

第 141 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
４　黒　褐　色　ローム粒子微量

第 143 号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量

第 147 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第 162 号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
３　暗　褐　色　ロームブロック微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第 178・179 号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量

番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

1 B4h0 Ｎ－ 46°－Ｅ 長方形 1.64 × 0.58 76 人為 平坦 外傾 本跡→ SD22，PG3

6 B4g0 Ｎ－ 40°－Ｗ ［長方形］ （1.26）× 0.60 6 人為 平坦 緩斜

8 B5j6 Ｎ－ 40°－Ｗ 長方形 2.42 × 0.50 6 人為 平坦 緩斜 土師質土器

13 B5f3 Ｎ－ 31°－Ｗ ［長方形］ ［1.32］× 0.59 4 自然 平坦 緩斜

17 B5j7 Ｎ－ 39°－Ｗ 長方形 1.94 × 0.46 13 人為 平坦 緩斜

19 C5a7 Ｎ－ 42°－Ｗ 長方形 1.70 × 0.65 18 人為 平坦 緩斜 SK20 →本跡

20 C5a8 Ｎ－ 45°－Ｗ 長方形 2.00 × 0.54 10 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK19

27 B5e4 Ｎ－ 36°－Ｗ 長方形 2.34 × 0.60 10 人為 平坦 外傾 本跡→ PG3

28 B5e9 Ｎ－ 52°－Ｅ ［長方形］ （2.24）× 0.88 13 人為 平坦 緩斜 本跡→ SD11

29 C5a9 Ｎ－ 49°－Ｅ 隅丸長方形 1.99 × 0.71 9 人為 平坦 外傾

32 B5i7 Ｎ－ 36°－Ｗ 長方形 1.64×（0.44） 6 人為 平坦 外傾 SI1 →本跡→ SD6，PG2

33 B5i9 Ｎ－５°－Ｗ 隅丸長方形 1.70 × 0.49 10 人為 平坦 外傾 SK34 →本跡

34 B5i9 Ｎ－ 42°－Ｗ 長方形 2.73 × 0.58 14 人為 平坦 外傾 本跡→ SK33

37 B6f4 Ｎ－ 32°－Ｗ［隅丸長方形］（2.01）× 0.58 13 人為 平坦 外傾 陶器

38 B6f3 Ｎ－ 40°－Ｗ 隅丸長方形 2.72 × 0.74 14 人為 平坦 緩斜

40 B5j8 Ｎ－ 38°－Ｗ 長方形 2.12 × 0.70 18 人為 平坦 外傾 SK41 →本跡→ SD6・10

41 B5j8 Ｎ－ 37°－Ｗ ［長方形］ 2.34×（0.42） 12 人為 平坦 外傾 本跡→ SK40・42，SD10
SK43 と重複

42 B5j8 Ｎ－ 39°－Ｗ 長方形 2.18 × 0.50 8 人為 平坦 緩斜 土師質土器 SK41・43 →本跡

43 B5j8 Ｎ－ 46°－Ｅ ［長方形］ （1.60）× 0.64 8 人為 平坦 外傾 鉄滓 本跡→ SK42　SK41 と重複

46 B6h2 Ｎ－ 45°－Ｗ ［円形・
楕円形］ （1.00）×（0.34） 8 人為 平坦 緩斜 本跡→ SD11

49 B6h7 Ｎ－ 47°－Ｗ 長方形 1.94 × 0.70 12 人為 平坦 緩斜 陶器 SK50 →本跡

50 B6h7 Ｎ－ 52°－Ｗ 長方形 2.63 × 0.56 14 人為 平坦 緩斜 陶器 本跡→ SK49

51 B6h8 Ｎ－ 49°－Ｗ 長方形 1.96 × 0.70 9 人為 平坦 緩斜

54 B6j1 Ｎ－ 37°－Ｗ ［長方形］ ［1.78］× 0.54 14 人為 平坦 外傾

58 B5j9 Ｎ－ 36°－Ｗ ［長方形］ （2.36）× 0.53 12 人為 平坦 外傾 本跡→ SK60

59 B5i0 Ｎ－ 41°－Ｗ 隅丸長方形 2.14 × 0.56 12 人為 平坦 外傾 SK60 →本跡

60 B5i0 Ｎ－０° 隅丸長方形 3.08 × 0.58 14 人為 平坦 外傾
緩斜 SK58 →本跡→ SK59

62 B4i9 Ｎ－ 32°－Ｗ 方形 2.22 × 2.22 36 人為 平坦 外傾 土師質土器 SK63 →本跡

63 B4i8 Ｎ－ 44°－Ｗ ［方形・
長方形］ 2.02×（0.74） 20 人為 平坦 外傾 本跡→ SK62

－ 58 －



土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子中量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量
５　暗　褐　色　ロームブロック微量

６　黒　褐　色　ロームブロック微量
７　褐　　　色　ローム粒子少量
８　褐　　　色　ロームブロック少量
９　にぶい褐色　ロームブロック少量
10　褐　　　色　ローム粒子多量

第１号堀跡（第 57・81 図）

位置　調査区東部のＢ５d8 ～Ｂ５j2 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 68 号土坑に掘り込まれている。第 11・12 号溝跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状  北東端部及び南西端部が調査区域外へ延びているため，長さは 38.30 ｍしか確認できなかった。

上幅 3.00 ～ 4.60 ｍ，下幅 0.45 ～ 0.70 ｍ，深さ 140 ～ 164㎝で，北東方向（Ｎ－ 51°－Ｅ）に直線的に延びている。

断面形は有段状で，壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。底面の標高は南西部が最も高く，北東部に行く

に従って低くなっている。

覆土　10 層に分層できる。含有物や堆積状況から，第 10 層が自然堆積し，その後第４～９層が埋め戻されて

いる。さらにその上に第１～３層が自然堆積している。

（2）堀跡

番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

68 B5i2 Ｎ－ 37°－Ｗ 長方形 1.56 × 0.53 10 人為 平坦 外傾
緩斜 第１号堀跡→本跡

75 B3d9 Ｎ－ 33°－Ｗ 楕円形 （1.23）× 0.42 26 自然 傾斜 外傾
緩斜 本跡→ SK121

77 B3b8 Ｎ－ 30°－Ｗ 長方形 3.04 × 0.64 20 人為 平坦 外傾

81 B3c7 Ｎ－ 43°－Ｅ ［長方形］ （1.30）× 0.78 19 人為 平坦 外傾
緩斜

90 B3e9 Ｎ－ 43°－Ｗ 楕円形 1.47 × 0.68 44 人為 平坦 外傾 陶器

92 B3e9 Ｎ－ 25°－Ｗ 長方形 3.20 × 0.56 22 人為 平坦 緩斜 SK93 →本跡

93 B3e9 Ｎ－ 39°－Ｗ 長方形 2.44 × 0.47 56 人為 平坦 外傾
緩斜 本跡→ SK92

97 B3d8 Ｎ－ 20°－Ｗ 長方形 3.64 × 0.54 23 人為 平坦 外傾 磁器

98 B3c9 Ｎ－ 49°－Ｗ 長方形 1.78 × 1.16 48 人為 平坦 外傾

101 B3e8 Ｎ－ 53°－Ｅ 長方形 3.83 × 0.72 30 人為 平坦 外傾
緩斜 土師質土器，陶器

102 B3f8 Ｎ－ 48°－Ｅ 隅丸長方形 2.91 × 0.50 7 人為 平坦 緩斜 本跡→ PG4

124 B3b6 Ｎ－ 55°－Ｅ 隅丸長方形 3.38 × 0.82 23 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK125

125 B3b6 Ｎ－ 37°－Ｗ 隅丸長方形 3.10 × 0.53 21 自然 平坦 緩斜 SK124・127 →本跡

127 B3b6 Ｎ－ 59°－Ｅ ［隅丸長方形］（3.26）× 0.68 12 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK123・125

128 B3d5 Ｎ－ 28°－Ｗ 長方形 3.18 × 0.67 22 人為 平坦 外傾
緩斜

129 B3b5 Ｎ－ 59°－Ｅ 隅丸長方形 3.47 × 0.78 15 人為 平坦 緩斜

130 B3b4 Ｎ－ 26°－Ｗ 長方形 2.56 × 0.76 32 人為 平坦 外傾 陶器

138 B3c4 Ｎ－ 37°－Ｗ 楕円形 3.00 × 0.73 25 人為 平坦 外傾 SK134 →本跡

141 B3e6 Ｎ－ 32°－Ｗ 長方形 2.55 × 0.62 23 人為 平坦 外傾

143 B3e6 Ｎ－ 33°－Ｗ 長方形 3.35 × 0.68 24 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK144

144 B3e6 Ｎ－ 41°－Ｗ 長方形 1.68 × 0.46 23 人為 平坦 緩斜 土師質土器，陶器，磁器 SK143 →本跡

146 B3d5 Ｎ－ 29°－Ｗ 長方形 4.20 × 0.62 24 人為 平坦 外傾 陶器，磁器 SE11 →本跡

147 B3c5 Ｎ－ 30°－Ｗ 隅丸長方形 1.72 × 0.53 18 人為 平坦 外傾

162 B3e3 Ｎ－ 33°－Ｗ 長方形 2.26 × 1.62 16 人為 平坦 外傾

178 B3e1 Ｎ－ 38°－Ｗ 長方形 1.33×（0.46） 7 人為 平坦 緩斜 SK177 →本跡→ SK179

179 B3e1 Ｎ－ 35°－Ｗ 長方形 4.00 × 0.50 24 人為 平坦 外傾 SK178・187 →本跡
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第 57 図　第１号堀跡・出土遺物実測図

第１号堀跡出土遺物観察表（第 57 図）

遺物出土状況　土師質土器片 14 点（小皿１，鍋８，鉢３，擂鉢２），瓦質土器片５点（甕），陶器片 32 点（鉢

６，甕 26），磁器片５点（碗），石器１点（砥石），鉄製品１点（鎹），銅製品１点（笄），鉄滓７点（898.0 ｇ）

のほか，縄文土器片 284 点（深鉢），土師器片 13 点（高坏１，甕 12），須恵器片５点（甕），土製品３点（埴輪），

剥片３点（頁岩），石器４点（石鏃，打製石斧，石皿，凹石），礫 79 点が，中央部から南西部を中心に散在し

た状態で出土している。Ｍ４は北東部の覆土中層から，Ｍ３は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　規模や方向，底面の標高などから，当時の利根川（赤堀川）へ流入する排水路であったと推測される。

断面形や堆積状況から，初めは底部が第 10 層下部の細い溝状に掘られ，第 10 層が堆積した後に第９層から上

層が幅広く掘り直されたものとみられる。時期は，出土土器から近世と考えられる。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ３ 鎹 （6.3） （0.6） （0.6） （11.5） 鉄 欠損　断面方形 覆土中  PL14

Ｍ４ 笄 （11.5） 1.5 0.8 （18.2） 銅 竿部欠損　耳掻部から竿部まで曲線状　胴部に縦２条と粒状の飾り文様 覆土中層  PL14
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４　その他の遺構と遺物

　　今回の調査で，時期が明らかでない井戸跡９基について，本文と実測図，一覧表を記載する。その他，時

期や性格が明らかでない土坑 120 基，溝跡 20 条，ピット群５か所について，実測図と一覧表を掲載する。

第 58 図　第１号井戸跡実測図

土層解説
１　黒　褐　色　粘土粒子少量，ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量

３　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ローム粒子少量

第１号井戸跡（第 58 図）

位置　調査区東部のＢ５e4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は径 1.02 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.92 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。不規則な堆積状況であることから埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片８点（深鉢），陶器片１点（甕）が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，伴う土器が出土していないため不明である。

第２号井戸跡（第 59 図）

位置　調査区東部のＣ５a5 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は長径 1.30 ｍ，短径 1.13 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 71°－Ｗである。下部まで円筒

状に掘り下げている。深さ 0.96 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，下部の調査を断念した。

所見　素掘りの構造である。時期は，土器が出土していないため不明である。

第 59 図　第２号井戸跡実測図

（1）井戸跡
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土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量

３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量

第５号井戸跡（第 61 図）

位置　調査区西部のＢ３c6 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は径 1.00 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.68 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），礫１点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，伴う土器が出土していないため不明である。

第３号井戸跡（第 60 図）

位置　調査区東部のＢ５e4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は長径 1.24 ｍ，短径 1.05 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 51°－Ｅである。下部まで円筒

状に掘り下げている。深さ 1.10 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，下部の調査を断念した。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），礫３点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，伴う土器が出土していないため不明である。

第 60 図　第３号井戸跡実測図

第 61 図　第５号井戸跡実測図

第８号井戸跡（第 62 図）

位置　調査区西部のＢ３d3 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は径 1.37 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.66 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。
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第 62 図　第８号井戸跡実測図

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
２　橙　　　色　ロームブロック多量
３　にぶい橙色　ロームブロック多量
４　黒　褐　色　ロームブロック微量

５　にぶい褐色　ロームブロック中量
６　暗　褐　色　ロームブロック少量
７　褐　　　色　ロームブロック中量

所見　素掘りの構造である。時期は，土器が出土していないため不明である。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

３　暗　褐　色　ローム粒子中量

第９号井戸跡（第 63 図）

位置　調査区西部のＢ３d4 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は径 1.40 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.70 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。細片のため図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，伴う土器が出土していないため不明である。

覆土　７層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

第 63 図　第９号井戸跡実測図

第 10 号井戸跡（第 64 図）

位置　調査区西部のＢ３e3 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 89 号土坑に掘り込まれている。
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土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

第 14 号井戸跡（第 65 図）

位置　調査区西部のＢ３c3 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

重複関係　第 164 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　確認面は長径 1.32 ｍ，短径 1.14 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 43°－Ｗである。下部まで円筒

状に掘り下げている。深さ 0.55 ｍまで掘り下げた時点で湧水のため，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

所見　素掘りの構造である。時期は，土器が出土していないため不明である。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　　　色　ロームブロック・粘土ブロック微量

３　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿），礫１点，鉄滓２点（54.0ｇ）が出土している。いずれも細片のため

図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，伴う土器が出土していないため不明である。

規模と形状　確認面は径 1.44 ｍの円形である。確認面から深さ 0.61 ｍで径 1.03 ｍまで窄まり，その時点で湧

水が確認されたため，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

第 64 図　第 10 号井戸跡実測図

第 65 図　第 14 号井戸跡実測図
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土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量
３　褐　　　色　ロームブロック中量

４　暗　褐　色　ロームブロック中量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 16 号井戸跡（第 66 図）

位置　調査区西部のＢ３a3 区，標高 10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），土師質土器片１点（小皿），礫１点が出土している。いずれも細片の

ため図示できない。

所見　素掘りの構造である。時期は，伴う土器が出土していないため不明である。

第 66 図　第 16 号井戸跡実測図

表９　その他の井戸跡一覧表

（2） 土坑（第 67 ～ 75 図）

規模と形状　確認面は径 0.89 ｍの円形で，円筒状に掘り下げている。深さ 0.54 ｍまで掘り下げた時点で湧水

のため，下部の調査を断念した。

覆土　５層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。

　今回の調査で，性格や時期ともに不明な土坑 120 基が確認されている。これらの土坑については，規模

と形状等について実測図と土層解説，一覧表を掲載する。

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　模

断面形 底面 覆土 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長径×短径（ｍ）深さ（㎝）

１ B5e4 － 円形 1.02 × 0.94 （92） 円筒状 － 人為 縄文土器，陶器

２ C5a5 Ｎ－ 71°－Ｗ 楕円形 1.30 × 1.13 （96） 円筒状 － 人為

３ B5e4 Ｎ－ 51°－Ｅ 楕円形 1.24 × 1.05 （110） 円筒状 － 人為 縄文土器

５ B3c6 － 円形 1.00 × 0.90 （68） 円筒状 － 人為 土師質土器

８ B3d3 － 円形 1.37 × 1.25 （66） 円筒状 － 人為

９ B3d4 － 円形 1.40 × 1.32 （70） 円筒状 － 人為 縄文土器

10 B3e3 － 円形 1.44 × 1.44 （61） （漏斗状） － 人為 鉄滓 本跡→ SK89

14 B3c3 Ｎ－ 43°－Ｗ 楕円形 1.32 × 1.14 （55） 円筒状 － 人為 SK164 →本跡

16 B3a3 － 円形 0.89 × 0.84 （54） 円筒状 － 人為 縄文土器，土師質土器
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第 67 図　その他の土坑実測図（１）
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第 68 図　その他の土坑実測図（２）
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第 69 図　その他の土坑実測図（３）
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第 70 図　その他の土坑実測図（４）
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第 71 図　その他の土坑実測図（５）

10.2m

10.0m
10.2m

9.8m

9.8m

10.2m

10.2m

10.0m

10.0m

10.2m

10.0m
10.2m

10.2m

10.2m

SK170

SK169

SK171

SK172

SK153 撹乱

SK201

SK190

SE18

SE12

B

B B

B
B'

B'B'

B B

B

B'

B'B'B'
A

A

A

A

A

A

A A'

A

A'

B B'

A'
B

B'

B

B'

A'

B B'

A'

A'

A

A

A

A

A'
A'

A A'

A'

A

A

A'

A'

A'
A'

A
A A

BB

B

A A'

B
B

B
B'

B'
B'

A

A'

B'

B' B'

A'A'

B

A
A

A'

A'

A

A'

B'

A'A'

B

B

B
B'B'

A

A

A

A

B

B'

A'

B

B

B

B'

B'

B

B'

B'

A'

A

A'
A'

A'

B'

SK139 SK142

SK163

SK165

SK175

SK176

SK184

SK189

SK194

SK174

SK171・172

SK169・170

SK145 SK152

０ ２ｍ

－ 70 －



第 72 図　その他の土坑実測図（６）
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第 73 図　その他の土坑実測図（７）
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第 74 図　その他の土坑実測図（８）
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第 75 図　その他の土坑出土遺物実測図

第７号土坑出土遺物観察表（第 75 図）

第 207 号土坑出土遺物観察表（第 75 図）

第 210 号土坑出土遺物観察表（第 75 図）

第 238 号土坑出土遺物観察表（第 75 図）

表 10　その他の土坑一覧表

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ７ 剥片 6.2 4.2 1.4 30.0 チャート 打面は複剥離面　多方向からの剥離痕 覆土中  PL13

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｗ１ 部材ヵ 3.9 8.0 0.6 5.65 － 孔有り　孔径 0.8㎝ 覆土中  PL14

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP１ 羽口 （5.0） （3.5） （5.7） （75.0） 粘土・スサ 先端部片　口径約 2.0㎝　先端部青灰色で火熱によって溶解されて
おり溶着材が付着 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ８ 砥石 9.7 5.0 2.9 122.7 凝灰岩 砥面４面　他は破断面 覆土中  PL14

番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

２ B4h0 － 円形 1.04 × 0.97 20 人為 平坦 外傾 縄文土器

３ B5i7 Ｎ－ 38°－Ｗ 楕円形 0.68 × 0.37 10 人為 皿状 緩斜 SI1 →本跡

４ B4h0 － 円形 1.02 × 1.00 25 人為 平坦 外傾 縄文土器 本跡→ SD22

５ B5h1 Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 0.63 × 0.47 38 人為 皿状 外傾 縄文土器

７ B5h1 Ｎ－ 46°－Ｅ 隅丸長方形 1.50 × 0.90 58 人為 平坦 直立 縄文土器，剥片

９ B5g1 Ｎ－ 24°－Ｅ 楕円形 0.68 × 0.46 21 自然 皿状 外傾 縄文土器

DP１

Q７

Q８

W１
０ 10㎝
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番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

10 B5h5 － 円形 1.18 × 1.10 9 人為 平坦 緩斜

11 B5f5 Ｎ－ 42°－Ｅ 楕円形 0.69 × 0.30 7 人為 平坦 緩斜

12 B5f3 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 1.07 × 0.78 30 人為 平坦 外傾

14 B5f5 Ｎ－ 36°－Ｅ 楕円形 0.51 × 0.35 59 人為 Ｕ字状 外傾

15 B5d3 Ｎ－ 51°－Ｅ ［長方形］ 2.68 ×（0.30） 14 人為 平坦 外傾

16 B5d6 － 不定形 0.62 × 0.59 39 人為 段状 直立 縄文土器

18 C5a7 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 0.55 × 0.45 22 人為 平坦 外傾

21 B5h5 － 円形 1.33 × 1.26 20 人為 皿状 緩斜 縄文土器

22 B5i4 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 0.43 × 0.36 20 人為 皿状 外傾

23 B5i7 Ｎ－ 48°－Ｅ 不定形 1.90 × 0.88 10 人為 平坦 緩斜 縄文土器 SI1 →本跡→ PG2

24 B5j5 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 0.40 × 0.34 24 人為 Ｕ字状 外傾

25 B5j3 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 1.50 × 1.25 16 人為 皿状 緩斜 縄文土器

26 B5i8 Ｎ－ 81°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.69 16 自然 平坦 緩斜

31 B5e0 Ｎ－ 32°－Ｗ 長方形 1.69 × 1.00 12 自然 平坦 緩斜

35 B5h0 Ｎ－ 41°－Ｗ 楕円形 0.80 × 0.30 14 自然 平坦 緩斜

36 B5g0 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 0.78 × 0.34 25 人為 Ｕ字状 緩斜 縄文土器

44 B5f9 Ｎ－ 32°－Ｗ 楕円形 1.60 × 0.99 20 人為 平坦 緩斜 縄文土器 SK45 →本跡

45 B5f9 Ｎ－ 10°－Ｅ ［楕円形］ （0.68）× 0.60 30 人為 平坦 外傾 本跡→ SK44

47 B6g5 － 円形 0.54 × 0.52 10 人為 平坦 緩斜

48 B6g6 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 0.48 × 0.40 22 人為 Ｕ字状 緩斜

52 B6h9 Ｎ－ 20°－Ｗ 楕円形 0.92 × 0.46 13 人為 平坦 緩斜 縄文土器 SK53 →本跡

53 B6h9 Ｎ－ 20°－Ｅ ［楕円形］ （0.50）× 0.22 10 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK52

55 C5a0 Ｎ－ 30°－Ｅ 長方形 0.58 × 0.40 20 人為 Ｕ字状 緩斜

57 B5f0 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.72 30 人為 平坦 外傾

65 B5j6 Ｎ－ 48°－Ｅ 不定形 1.08 × 0.92 14 人為 皿状 緩斜

66 B5j7 Ｎ－ 13°－Ｅ 楕円形 1.60 × 0.62 20 人為 平坦 外傾 縄文土器 SI1 →本跡

67 B5i6 Ｎ－ 50°－Ｅ 長方形 0.60 × 0.22 28 自然 皿状 外傾

71 B4f1 Ｎ－ 49°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.60 36 自然 Ｕ字状 緩斜

72 B3e0 Ｎ－ 42°－Ｗ 楕円形 0.84 × 0.60 22 人為 皿状 緩斜

74 B3e0 － 円形 0.62 × 0.62 30 人為 皿状 緩斜

78 B3a8 Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 0.72 × 0.28 27 人為 平坦 直立

79 B3b9 － 円形 0.76 × 0.74 8 人為 平坦 外傾 縄文土器

80 B3a7 Ｎ－ 66°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.51 17 自然 皿状 外傾

82 B3c7 Ｎ－ 38°－Ｗ [ 楕円形 ] （1.44）× 1.11 14 自然 平坦 緩斜

83 B3a7 － 円形 0.93 × 0.90 23 人為 凹凸 外傾

84 B3b7 Ｎ－ 48°－Ｅ 楕円形 1.00 × 0.76 14 人為 平坦 外傾

86 B3c7 － 円形 0.83 × 0.80 16 人為 平坦 外傾

87 B3a6 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 0.57 × 0.47 60 人為 Ｕ字状 外傾

88 B3a6 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.56 × 0.43 46 自然 Ｕ字状 直立

89 B3e4 Ｎ－ 36°－Ｗ 隅丸長方形 2.16 ×（0.60） 21 人為 平坦 外傾
緩斜 SE10 →本跡

91 B3d9 Ｎ－ 38°－Ｗ ［楕円形］ （0.40）× 0.32 16 自然 平坦 外傾 本跡→ PG4

94 B3b7 Ｎ－ 41°－Ｅ ［楕円形］ （1.30）× 1.20 17 人為 平坦 緩斜 縄文土器 本跡→ SK95

95 B3d7 Ｎ－ 25°－Ｗ 楕円形 1.16 × 0.87 20 人為 平坦 緩斜 SK94 →本跡

96 B3b5 － 円形 0.72 × 0.71 31 自然 皿状 外傾

99 B3b6 Ｎ－ 38°－Ｗ 楕円形 1.98 × 1.83 41 人為 平坦 緩斜 縄文土器 本跡→ SK100

100 B3b6 Ｎ－ 72°－Ｅ 楕円形 0.96 × 0.75 70 人為 皿状 外傾 縄文土器 SK99 →本跡
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番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

103 B3c7 Ｎ－ 80°－Ｗ ［楕円形］ 0.78 ×（0.37） 26 人為 平坦 外傾 土師器

104 B3b6 Ｎ－ 84°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.52 16 人為 平坦 外傾

105 B3c6 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 0.55 × 0.45 24 自然 平坦 外傾
緩斜

106 B3b6 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 0.56 × 0.46 54 不明 平坦 直立

107 B3a5 Ｎ－ 38°－Ｗ 長方形 1.82 × 1.32 43 人為 平坦 直立
外傾 縄文土器，陶器 SK108 →本跡

108 B3a5 － ［方形］ 1.03 × 0.94 12 人為 平坦 外傾 縄文土器，土師質土器 本跡→ SK107

109 B3c6 Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 0.78 × 0.43 14 人為 平坦 直立

119 B3b7 Ｎ－ 38°－Ｅ 楕円形 0.72 × 0.62 30 人為 平坦 外傾

120 B3c4 Ｎ－８°－Ｗ 不整楕円形 0.75 × 0.62 45 人為 平坦 外傾 PG5 →本跡

121 B3d9 Ｎ－ 24°－Ｅ 不整楕円形 1.58 × 1.30 19 人為 平坦 外傾 SK75 →本跡

122 B3d5 Ｎ－ 72°－Ｅ 楕円形 0.82 × 0.50 38 人為 平坦 直立 縄文土器

123 B3b5 Ｎ－ 38°－Ｗ 方形 0.88 × 0.82 37 人為 平坦 直立 縄文土器，陶器 SK127 →本跡

132 B3b4 Ｎ－ 67°－Ｅ ［楕円形］ 1.24 ×（0.78） 12 自然 平坦 緩斜

133 B3b3 Ｎ－ 85°－Ｗ ［楕円形］ 0.60 ×（0.27） （22） 自然 平坦 外傾
緩斜

139 B3d5 － 円形 1.23 × 1.19 31 自然 平坦 外傾

142 B3a4 Ｎ－ 34°－Ｗ ［長方形］ 1.16 ×（0.48） 38 人為 平坦 外傾 縄文土器

145 B3e3 Ｎ－ 47°－Ｅ 楕円形 0.66 × 0.50 27 人為 平坦 外傾 縄文土器

152 B3e2 Ｎ－ 59°－Ｅ 長方形 0.81 × 0.60 9 自然 平坦 緩斜 SE12 →本跡

163 B3c1 Ｎ－ 79°－Ｅ 楕円形 0.62 × 0.50 31 人為 平坦 外傾

165 B3e2 Ｎ－ 72°－Ｗ 楕円形 0.64 × 0.51 43 人為 Ｕ字状 外傾

169 B3d3 Ｎ－ 58°－Ｅ 長方形 1.42 × 0.90 23 人為 平坦 外傾 SE18，SK170 →本跡

170 B3d2 Ｎ－ 38°－Ｗ ［長方形］ （2.22）× 0.81 16 人為 平坦 外傾 縄文土器，瓦質土器 本跡→ SE18，SK169

171 B3c2 Ｎ－ 52°－Ｗ 不整長方形 2.02 × 0.76 34 人為 平坦 外傾 縄文土器 本跡→ SK172

172 B3c2 Ｎ－ 32°－Ｗ 不整長方形 1.50 × 0.91 36 不明 平坦 外傾 SK171 →本跡

174 B2d7 Ｎ－ 49°－Ｅ 長方形 1.81 × 1.12 50 人為 Ｕ字状 外傾 石器

175 B2d7 Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 0.56 × 0.45 42 不明 平坦 直立
外傾

176 B3c2 Ｎ－ 36°－Ｗ ［長方形］ （1.75）× 0.54 15 人為 平坦 外傾 SK153・201 →本跡

180 B3f1 Ｎ－ 51°－Ｅ ［長方形］ 2.42 × 1.16 63 人為 平坦 外傾 縄文土器 本跡→ SK181

181 B3e1 Ｎ－ 37°－Ｗ ［長方形］ 3.54 × 0.60 11 人為 平坦 緩斜 縄文土器，陶器 SK180 →本跡

184 B3f2 Ｎ－ 70°－Ｅ ［楕円形］ 0.90 × 0.69 51 人為 平坦 外傾

185 B3f1 Ｎ－ 42°－Ｅ ［長方形］ （1.16）× 1.05 27 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK205

189 B3d2 Ｎ－ 41°－Ｅ 長方形 0.96 × 0.54 31 人為 皿状 緩斜 縄文土器 SK190 →本跡

191 B2e0 Ｎ－ 22°－Ｗ ［長方形］ （0.78）× 0.65 13 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK192

192 B3f1 Ｎ－ 50°－Ｗ ［長方形］ （0.88）×（0.86） 28 人為 平坦 外傾
緩斜 SK191 →本跡

194 B2e0 － 円形 1.37 × 1.34 43 人為 平坦 外傾 縄文土器

203 B2d0 Ｎ－ 42°－Ｅ 隅丸長方形 1.84 × 0.86 34 人為 平坦 緩斜

205 B2f0 Ｎ－ 28°－Ｗ ［長方形］ （1.50）×（1.08） 30 人為 平坦 緩斜 SK185 →本跡

206 B2e9 － 円形 1.13 × 1.03 （45） 人為 平坦 外傾 陶器

207 B3c1 Ｎ－ 42°－Ｅ 楕円形 0.66 × 0.48 53 人為 平坦 直立 木製品

208 B2e0 － 円形 1.28 × 1.20 43 人為 平坦 外傾
緩斜 縄文土器 本跡→ SK209

209 B2e9 Ｎ－ 59°－Ｅ ［長方形］ 1.52 × 0.73 16 人為 平坦 緩斜 SK208・210 →本跡

210 B2e9 － 不定形 1.50 ×（1.12） 27 人為 平坦 外傾 陶器，土製品 SK211 →本跡→ SK209

211 B2e9 Ｎ－ 33°－Ｗ 長方形 1.86 × 1.16 （50） 人為 起伏 外傾 本跡→ SK210

212 B2e9 Ｎ－ 84°－Ｅ 方形 1.31 × 1.24 20 人為 平坦 外傾

213 B3b1 Ｎ－ 39°－Ｗ 長方形 2.78 × 1.32 30 人為 平坦 外傾 縄文土器

215 B2d0 Ｎ－ 57°－Ｗ 長方形 1.50 × 0.79 23 人為 平坦 緩斜
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　（3）溝跡（第 76・81 図）

　今回の調査で，性格や時期ともに不明な溝跡 20 条が確認されている。これらの溝跡については，規模・

形状等について実測図と土層解説，一覧表を掲載する。

第 76 図　その他の溝跡実測図（１）

番号 位置 長軸方向 平面形
規　　　　模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

216 B3c1 － 円形 0.58 × 0.57 42 人為 平坦 直立

217 B2b0 Ｎ－ 47°－Ｗ 楕円形 1.12 × 0.97 17 自然 平坦 緩斜

219 B2b9 Ｎ－ 27°－Ｗ 長方形 3.08 × 0.85 18 人為 平坦 外傾
緩斜 縄文土器，陶器

220 B2c0 Ｎ－ 40°－Ｗ 長方形 2.18 × 0.95 30 人為 平坦 外傾
緩斜

221 B2c0 Ｎ－ 50°－Ｅ 長方形 1.74 × 0.97 20 人為 平坦 外傾

222 B2c0 Ｎ－ 52°－Ｅ 長方形 2.49 × 0.84 28 人為 平坦 外傾

223 B2b9 Ｎ－ 37°－Ｗ ［長方形］ （1.88）× 0.92 10 人為 平坦 外傾

224 B2d9 Ｎ－ 26°－Ｗ 長方形 1.77 × 0.68 12 人為 平坦 緩斜 土師質土器，陶器 本跡→ SK227

226 B2b9 Ｎ－ 32°－Ｗ［隅丸長方形］（1.73）× 1.03 10 人為 平坦 緩斜

227 B2d9 Ｎ－ 55°－Ｅ 長方形 1.35 × 0.88 43 人為 凹凸 外傾 SK224・228 →本跡

228 B2d9 Ｎ－ 37°－Ｗ 長方形 1.57 × 0.95 30 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK227

229 B2c8 Ｎ－ 33°－Ｗ ［長方形］ （1.47）× 1.03 35 人為 平坦 外傾 本跡→ SK230

230 B2c9 Ｎ－ 56°－Ｗ 不整長方形 1.30 × 1.05 37 人為 平坦 緩斜 SK229 →本跡

231 B2d9 Ｎ－ 43°－Ｗ ［長方形］ 0.53 ×（0.26） 15 人為 平坦 外傾 本跡→ SK232

232 B2d9 － 円形 1.30 × 1.28 22 人為 平坦 緩斜
直立 SK231 →本跡

233 B2c9 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 1.26 × 0.95 25 人為 平坦 外傾
緩斜

234 B2b9 Ｎ－ 32°－Ｗ 楕円形 0.86 × 0.42 28 人為 平坦 外傾

235 B2e7 Ｎ－ 41°－Ｗ ［長方形］ （1.39）× 1.03 42 人為 平坦 外傾

236 B2e8 Ｎ－９°－Ｗ ［長方形］ （0.97）× 0.63 43 人為 平坦 外傾 SH8 →本跡

237 B2c8 Ｎ－ 36°－Ｗ 長方形 1.97 × 0.93 42 人為 平坦 緩斜 本跡→ SK238

238 B2d8 Ｎ－ 58°－Ｅ 長方形 1.71 × 0.97 34 人為 平坦 外傾
緩斜 石器 SK237 →本跡

240 B2d8 Ｎ－ 37°－Ｅ 長方形 0.77 × 0.45 34 人為 凹凸 外傾
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第１号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量

第２号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　ローム粒子微量

第４号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子中量
２　褐　　　色　ローム粒子多量

第５号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量

第６号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第７号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第８・９号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 10 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量

第 11 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量
３　暗　褐　色　ロームブロック中量

第 12 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 14 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 15 号溝跡土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第 16 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　褐　　　色　ロームブロック中量

第 17 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量

第 18・19 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量

第 20 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量

第 22 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量

第 23 号溝跡土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量

第 77 図　その他の溝跡実測図（２）
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表 11　その他の溝跡一覧表

　今回の調査で５か所のピット群を確認した。東部に３か所，西部に２か所が分布している。各ピットの

形状や規模は様々であるが，平面形は円形または楕円形を呈し，径 17 ～ 58㎝のものが多く，深さは６～

79㎝と様々である。これらのピットから出土した土器はいずれも細片で，遺物から時期を判断することは

できない。以下，一覧表でそれぞれ掲載する。

　第１号ピット群（第 81 図）

　調査区東部のＢ６f1 ～Ｂ６h0 区，東西 36 ｍ，南北 13 ｍの範囲から 31 か所のピットが検出された。標高

10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。平面形は長径 17 ～ 58㎝の円形または楕円形で，深さは８～ 77㎝

である。縄文土器片１点（深鉢）が出土しているが，細片のため図示できない。時期は不明である。

　（4）ピット群

番号 位置 方　向 形　状
　規　　模

断面 壁面 覆土 主な出土遺物 備　　　　考
新旧関係（古→新）長さ（ｍ）上幅（m） 下幅（ｍ） 深さ（㎝）

1 B4h0
～ B4i0

Ｎ－ 55°－Ｅ
Ｎ－ 34°－Ｗ Ｌ字状 （9.96） 0.44 ～ 0.68 0.20 ～ 0.40 10 ～ 24 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器

2 B5e3
～ B5f5 Ｎ－ 39°－Ｗ 直線 （7.54） 0.22 ～ 0.60 0.08 ～ 0.27 6 ～ 20 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器

4 B5d6
～ B5e4 Ｎ－ 50°－Ｅ 直線 （9.86） 0.46 ～ 0.72 0.14 ～ 0.42 10 Ｕ字状 緩斜 人為 本跡→ PG3

5 B5i4
～ B5j3 Ｎ－ 52°－Ｅ 直線 （4.60） 0.50 ～ 0.58 0.26 ～ 0.42 14 Ｕ字状 緩斜 人為

6 B5h6
～ B5j7 Ｎ－ 38°－Ｗ 直線 13.04 0.24 ～ 0.60 0.14 ～ 0.23 17 ～ 21 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器，磁器 SI1，SK32・40 →本跡

SD8・9 と重複

7 B5f8
～ B5g7 Ｎ－ 52°－Ｅ 直線 （7.14） 0.36 ～ 0.48 0.23 ～ 0.36 12 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器

8 B5g6
～ B5h6 Ｎ－ 51°－Ｅ 直線 （2.88） 0.24 ～ 0.39 0.16 ～ 0.22 9 Ｕ字状 緩斜 人為 SD6 と重複

9 B5g6
～ B5h6 Ｎ－ 55°－Ｅ 直線 （2.76） 0.23 ～ 0.34 0.12 ～ 0.18 13 Ｕ字状 緩斜 人為 SD6 と重複

10 B5j8
～ C5b9 Ｎ－ 35°－Ｗ 直線 （6.75） 0.44 ～ 0.73 0.12 ～ 0.36 19 ～ 31 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器，土師質土器，

陶器 SK40・41 →本跡

11 B5e9
～ C6a4 Ｎ－ 35°－Ｗ 直線 （18.98） 0.25 ～ 0.72 0.09 ～ 0.28 18 ～ 32 Ｕ字状 外傾

緩斜 人為 縄文土器，陶器，石器，
鉄滓

SK28・46，SD12 →本跡
SD16，第１号堀跡と重複

12 B5e9
～ B6h1 Ｎ－ 36°－Ｗ 直線 （12.04） 0.23 ～ 0.34 0.08 ～ 0.22 10 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器，石器 SD16 →本跡→ SD11

SK57，第１号堀跡と重複

14 B5e0
～ C6a5 Ｎ－ 38°－Ｗ 直線 （28.65） 0.25 ～ 0.50 0.08 ～ 0.19 6 ～ 16 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器，陶器，磁器 SD15・16 →本跡

15 B6e1
～ B5e0 Ｎ－ 63°－Ｅ 直線 （3.26） 0.42 ～ 0.50 0.18 ～ 0.24 6 Ｕ字状 緩斜 人為 SD16 →本跡→ SD14

16 B6e1
～ B5f0 Ｎ－ 53°－Ｅ 直線 （6.58） 0.86 ～ 1.20 0.35 ～ 0.73 14 ～ 26 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器，土師質土器 本跡→ SD12・14・15

SD11 と重複

17 B6g2
～ B6i3 Ｎ－ 41°－Ｗ 直線 （8.06） 0.88 ～ 0.97 0.43 ～ 0.58 13 Ｕ字状 緩斜 人為 縄文土器 本跡→ SD18

18 B6g4
～ B6h3 Ｎ－ 49°－Ｅ 直線 6.36 0.23 ～ 0.33 0.07 ～ 0.18 7 Ｕ字状 緩斜 人為 SD17・19 →本跡

19 B6g4
～ B6h3

Ｎ－ 30°－Ｅ
Ｎ－ 83°－Ｅ Ｓ字状 5.49 0.18 ～ 0.37 0.04 ～ 0.12 15 Ｕ字状 外傾 人為 本跡→ SD18

20 B6f1
～ C6a4 Ｎ－ 43°－Ｗ 直線 21.46 0.23 ～ 0.87 0.12 ～ 0.28 6 ～ 17 Ｕ字状 緩斜 不明 縄文土器

22 B4h9
～ B4h0

Ｎ－ 56°－Ｅ
Ｎ－ 38°－Ｗ

Ｌ字状 （4.75） 0.64 ～ 0.82 0.50 ～ 0.66 22 Ｕ字状 外傾
緩斜 人為 縄文土器 SK1・4 →本跡

23 B6g7
～ B6h8 Ｎ－ 40°－Ｗ 直線 8.14 0.06 ～ 0.22 0.02 ～ 0.14 4 Ｕ字状 緩斜 人為

－ 78 － － 79 －



表 12　第１号ピット群ピット一覧表

　第２号ピット群（第 81 図）

　調査区東部のＢ５i4 ～Ｃ６b1 区，東西 34 ｍ，南北 21 ｍの範囲から 24 か所のピットが検出された。標高

10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。平面形は長径 20 ～ 50㎝の円形または楕円形で，深さは 10 ～ 61㎝

である。縄文土器片８点（深鉢）が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。時期は不明である。

表 13　第２号ピット群ピット一覧表

ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝） ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

1 B6f1 楕円形 29 × 16 14 17 B6i6 楕円形 32 × 25 11

2 B6f3 楕円形 32 × 20 11 18 B6i6 楕円形 50 × 35 51

3 B6f3 楕円形 32 × 20 48 19 B6h6 楕円形 20 × 18 18

4 B6f3 楕円形 28 × 23 23 20 B6i7 楕円形 36 × 32 17

5 B6g3 楕円形 36 × 25 14 21 B6g7 楕円形 23 × 20 22

6 B6f3 円形 25 × 24 13 22 B6g8 楕円形 24 × 16 13

7 B6i3 円形 25 × 24 18 23 B6g8 楕円形 21 × 18 23

8 B6i3 楕円形 43 × 30 20 24 B6g8 楕円形 58 × 35 14

9 B6i4 楕円形 26 × 23 8 25 B6i8 楕円形 24 × 20 9

10 B6g5 楕円形 32 × 28 21 26 B6g8 楕円形 42 × 27 15

11 B6g5 円形 28 × 26 11 27 B6g8 楕円形 27 × 24 28

12 B6g6 円形 34 × 31 15 28 B6g8 楕円形 43 × 32 18

13 B6h6 円形 24 × 22 21 29 B6h8 楕円形 28 × 24 18

14 B6i5 円形 17 × 17 13 30 B6g9 楕円形 30 × 25 25

15 B6i6 楕円形 37 × 32 77 31 B6h0 楕円形 29 × 25 18

16 B6i6 楕円形 29 × 25 25

ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝） ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

1 B5i4 楕円形 30 × 25 26 13 B5j7 楕円形 25 × 22 36

2 B5i5 楕円形 40 × 30 15 14 B5j8 楕円形 34 × 28 12

3 B5i5 楕円形 40 × 30 26 15 B5h9 円形 28 × 27 14

4 B5i5 円形 31 × 29 19 16 B5h9 楕円形 22 × 18 15

5 B5i5 円形 37 × 35 24 17 B5h9 円形 22 × 22 24

6 B5i5 円形 50 × 46 33 18 B5g0 円形 24 × 23 17

7 B5j6 楕円形 20 × 16 11 19 B6h1 楕円形 41 × 33 13

8 B5i7 楕円形 33 × 30 43 20 B5i0 円形 22 × 21 12

9 B5i7 円形 22 × 22 10 21 B5j0 円形 22 × 21 30

10 B5i7 楕円形 35 × 27 29 22 C6a1 円形 27 × 25 14

11 B5j6 楕円形 25 × 20 20 23 C6a3 円形 49 × 46 61

12 C5a7 楕円形 38 × 26 41 24 C6b1 楕円形 41 × 30 26

－ 80 －



第３号ピット群（第 81 図）

　調査区東部のＢ４h0 ～Ｂ５d6 区，東西 23 ｍ，南北 14 ｍの範囲から 25 か所のピットが検出された。標高

10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。平面形は長径 21 ～ 54㎝の円形または楕円形で，深さは６～ 56㎝

である。縄文土器片５点（深鉢）が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。時期は不明である。

第４号ピット群（第 81 図）

　調査区西部のＢ３a6～Ｂ４g2区，東西 27ｍ，南北 23ｍの範囲から 20か所のピットが検出された。標高 10

ｍほどの低台地平坦部に位置している。平面形は長径 19～ 46㎝の円形または楕円形で，深さは 11～ 43㎝であ

る。縄文土器片５点（深鉢），礫１点が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。時期は不明である。

表 14　第３号ピット群ピット一覧表

表 15　第４号ピット群ピット一覧表

ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝） ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

1 B4h0 楕円形 30 × 20 36 14 B5e4 楕円形 54 × 30 44

2 B5g1 楕円形 36 × 22 25 15 B5e4 楕円形 40 × 30 56

3 B5i2 円形 37 × 35 44 16 B5e4 楕円形 29 × 26 19

4 B5e3 円形 34 × 31 14 17 B5e4 楕円形 38 × 34 34

5 B5e4 楕円形 48 × 20 44 18 B5e4 楕円形 42 × 33 34

6 B5e4 楕円形 26 × 21 50 19 B5e4 楕円形 36 × 25 46

7 B5d4 楕円形 22 × 19 10 20 B5e4 円形 32 × 31 45

8 B5e4 楕円形 25 × 22 19 21 B5f4 円形 34 × 31 50

9 B5e4 楕円形 24 × 21 28 22 B5e5 円形 38 × 36 27

10 B5e4 円形 26 × 25 40 23 B5e5 楕円形 21 × 18 30

11 B5e4 円形 25 × 24 24 24 B5d6 楕円形 24 × 20 9

12 B5e4 円形 21 × 21 30 25 B5d6 楕円形 25 × 22 6

13 B5e4 楕円形 35 × 26 35

ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝） ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

1 B3a6 円形 40 × 40 43 11 B3d0 楕円形 27 × 19 31

2 B3b6 楕円形 46 × 40 18 12 B3f8 楕円形 43 × 26 28

3 B3c6 楕円形 35 × 31 35 13 B3f8 楕円形 30 × 25 32

4 B3c6 円形 31 × 30 40 14 B3f9 楕円形 19 × 16 15

5 B3a8 楕円形 36 × 29 11 15 B3f0 楕円形 45 × 37 21

6 B3c9 楕円形 40 × 30 36 16 B3f0 楕円形 39 × 33 37

7 B3d9 楕円形 26 × 22 33 17 B4g1 楕円形 32 × 27 39

8 B3d0 円形 24 × 23 23 18 B4g1 楕円形 38 × 25 39

9 B3d0 円形 30 × 29 22 19 B4f2 楕円形 38 × 24 35

10 B3d0 円形 24 × 23 40 20 B4g2 楕円形 33 × 29 42
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第５号ピット群（第 81 図）

　調査区西部のＢ２d7 ～Ｂ３e6 区，東西 37 ｍ，南北 18 ｍの範囲から 62 か所のピットが検出された。標高

10 ｍほどの低台地平坦部に位置している。平面形は長径 18 ～ 51㎝の円形または楕円形で，深さは９～ 79㎝

である。縄文土器片１点（深鉢）が出土しているが，細片のため図示できない。時期は不明である。

表 16　第５号ピット群ピット一覧表

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を掲載する。

　（5）遺構外出土遺物（第 78 ～ 80 図）

ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝） ピット
番　号 位 置 形 状

規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

1 B2d7 円形 31 × 29 35 32 B3e2 楕円形 40 × 33 12

2 B2d7 楕円形 46 × 37 32 33 B3e3 円形 28 × 28 33

3 B2d7 楕円形 35 × 28 35 34 B3e3 楕円形 30 × 26 29

4 B2d8 楕円形 52 × 38 40 35 B3c3 円形 30 × 28 20

5 B2d8 円形 48 × 48 40 36 B3c3 楕円形 29 × 24 13

6 B2d8 円形 45 × 41 21 37 B3c4 楕円形 30 × 25 18

7 B2d8 楕円形 50 × 43 40 38 B3c4 ［楕円形］ 31 × （25） 49

8 B2d8 円形 29 × 25 15 39 B3c4 円形 29 × 28 24

9 B2c8 円形 45 × 43 22 40 B3b5 円形 34 × 34 26

10 B2c8 円形 40 × 38 47 41 B3c5 円形 35 × 35 18

11 B2c8 円形 23 × 22 36 42 B3c5 円形 30 × 28 79

12 B2c8 ［楕円形］ 32 × （26） 36 43 B3d5 楕円形 42 × 34 53

13 B2c8 円形 46 × 44 35 44 B3d4 楕円形 31 × 27 20

14 B2b0 ［円形］ 21 × （20） 21 45 B3d5 円形 27 × 26 20

15 B2b0 円形 26 × 26 20 46 B3d5 楕円形 48 × 38 10

16 B2b0 楕円形 29 × 24 40 47 B3d4 円形 30 × 30 18

17 B2b0 楕円形 39 × 30 32 48 B3d5 楕円形 28 × 25 19

18 B2b0 ［円形］ （25） × 25 26 49 B3e5 楕円形 33 × 30 32

19 B2b0 楕円形 37 × 28 28 50 B3e4 円形 29 × 29 65

20 B2b0 円形 44 × 42 35 51 B3e5 楕円形 26 × 23 19

21 B2b0 楕円形 29 × 26 36 52 B3e5 円形 28 × 27 16

22 B2b0 円形 40 × 40 39 53 B3e5 円形 30 × 30 41

23 B3c1 円形 25 × 24 25 54 B3e5 楕円形 51 × 33 20

24 B3c1 円形 37 × 37 45 55 B3e5 円形 26 × 26 28

25 B3c1 楕円形 34 × 30 36 56 B3f5 楕円形 30 × 23 25

26 B3b2 楕円形 40 × 35 48 57 B3f5 楕円形 18 × 14 11

27 B3c2 円形 35 × 32 17 58 B3f5 円形 23 × 21 9

28 B3d1 円形 33 × 32 37 59 B3f5 円形 24 × 24 22

29 B3d2 楕円形 40 × 33 12 60 B3e5 円形 42 × 39 48

30 B3e2 楕円形 35 × 30 66 61 B3e6 楕円形 30 × 26 39

31 B3e2 円形 32 × 30 38 62 B3e6 楕円形 45 × 34 32

－ 82 －



第 78 図　遺構外出土遺物実測図（１）
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第 79 図　遺構外出土遺物実測図（２）
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第 80 図　遺構外出土遺物実測図（３）

遺構外出土遺物観察表（第 78 ～ 80 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

17 縄文土器 浅鉢 ［30.8］ 14.2 8.5 長石・石英 灰褐 普通
外・内面磨き　口縁部内面刺突文　体部内面上
位平行沈線と曲線の沈線　沈線間単節縄文ＬＲ
を充填　底部網代痕

表土 30％　PL8

18 瓦質土器 焙烙 ［24.0］ 3.7 ［20.6］ 長石・雲母 褐灰 良好 ロクロナデ　体部外面・底部格子目状の押圧文 表採 10％

19 陶器 丸皿 ［12.0］ 2.4 ［8.0］ 長石・石英 淡黄 良好 外・内面施釉　内面鉄絵文様有り SD10 瀬戸・美濃系
40％　PL9

20 陶器 徳利 － （7.9） － 長石・石英 灰白 良好 長石釉　銘不明　通徳利ヵ 表採 瀬戸・美濃系
10％　PL10

21 陶器 水滴 － （4.2） － 長石・雲母 暗灰黄 良好 外面施釉　13 条の沈線 表採 産地不明
20％

22 磁器 碗 ［10.2］ （5.6） － 緻密・灰白 灰白 良好 外面風景文　下部一重円　内面一重円 SD6 肥前系
40％　PL10

23 磁器 皿 － （3.0） － 緻密・灰白 明緑灰 良好 青磁　仏手坩文皿ヵ 表採 肥前系ヵ
20％　PL9

Q20

Q19

M６

M５
M７

Q21

Q22

０ 10㎝
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番号 種　別 器種 胎　　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP12 縄文土器 深鉢 長石・石英・白色粒子 にぶい褐 口縁部に楕円形沈線文を施文後，多方向の単節縄文ＲＬを充填　沈線間磨消 表土 PL10

TP13 縄文土器 深鉢 長石・石英・白色粒子 にぶい黄橙 単節縄文ＬＲと口縁部隆帯による区画文　口縁部無文 表土 PL10

TP14 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい褐 単節縄文ＲＬと隆帯による区画文を施文　口縁部無文 表土 PL10

TP15 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 口縁部に横方向の刺突文 表採 PL10

TP16 縄文土器 深鉢 長石・石英・白色粒子 暗灰黄 無節縄文Ｌ　口縁部にＪ字状の突起貼付　波状口縁 表土 PL10

TP17 縄文土器 深鉢 長石・石英・白色粒子 橙 ０段多条ＲＬ　沈線による区画に沿って刺突文施文　波状口縁 表土 PL10

TP18 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 ０段多条ＲＬ　沈線による区画文内に縄文充填 表土 PL10

TP19 縄文土器 深鉢 長石・石英・白色粒子 にぶい橙 単節縄文ＬＲを地文　隆帯による区画文内に単節縄文ＲＬを充填 表土 PL11

TP20 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙 斜行する条線施文後紐線貼付 表土 PL11

TP21 縄文土器 深鉢 長石・石英・白色粒子 浅黄橙 櫛歯状工具による条線施文後刺突文 表土 PL11

TP22 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 半截竹管による条線文 表土 PL11

TP23 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 単節縄文ＲＬを地文に沈線文施文　沈線間磨消 表土 PL11

TP24 瓦質土器 火鉢 長石・石英 橙 沈線による渦巻状の文様 表採 PL11

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ９ 石錐 （2.9） 2.4 0.6 （3.85） チャート 両面調整　錐部欠損 表土 PL12

Ｑ 10 剥片 5.4 4.3 1.3 20.0 チャート 打面は単剥離面 表土 PL12

Ｑ 11 石鏃 3.1 1.8 0.5 1.24 黒曜石 両面押圧剥離 表土 PL12

Ｑ 12 石鏃 （1.3） （1.6） 0.4 （0.48） 黒曜石 両面押圧剥離 表土 PL12

Ｑ 13 石鏃 3.4 （2.0） 0.4 （1.52） チャート 両面押圧剥離　片側脚部欠損 表土 PL12

Ｑ 14 石鏃 2.1 （1.3） 0.3 （0.45） チャート 両面押圧剥離　片側脚部欠損 表土 PL12

Ｑ 15 石鏃 （2.5） （2.7） 0.4 （1.58） チャート 両面押圧剥離　先端部及び両側脚部欠損 表土 PL12

Ｑ 16 石鏃 3.0 （0.9） 0.4 （0.89） チャート 両面押圧剥離　左半部欠損 表土 PL12

Ｑ 17 打製石斧 12.0 5.6 2.7 155 安山岩 両面調整 表土 PL12

Ｑ 18 磨製石斧 （8.7） 5.5 3.0 （247） 緑色凝灰岩 両面及び側面を研磨　刃部に使用痕有り SD11 PL12

Ｑ 19 石皿 （9.8） （8.9） 5.2 （430） 安山岩 片面石皿　一方が凹石として併用　欠損 SE12 PL12

Ｑ 20 砥石 （9.1） 2.8 1.6 （58.9） 凝灰岩 砥面５面　他は破断面 SD11 PL13

Ｑ 21 砥石 （6.9） 2.7 1.9 （47.9） 凝灰岩 砥面４面　他１面は破断面 SD12 PL13

Ｑ 22 砥石 （6.4） 3.2 3.1 （69.0） 凝灰岩 砥面４面　他１面は破断面 表採 PL13

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ５ 釘 （4.0） （1.0） 0.5 （5.1） 鉄 先端部欠損　断面方形 PG3 PL13

Ｍ６ 不明鉄製品 （7.9） 2.3 0.4 （26.3） 鉄 板状で彎曲している 表採

Ｍ７ 煙管 4.1 1.0 1.0 2.7 銅 吸口部　外面緑青 表土 PL13
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第 81図　釈迦新田遺跡遺構全体図
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　　第４節 ま と め

１　はじめに

　当遺跡は，平成 21 年度（平成 22 年１月～３月）と平成 22 年度（平成 23 年１月～３月）にかけて調査を

行った。今回の調査で，竪穴住居跡２軒（縄文時代），井戸跡 21 基（中世 12・不明９），火葬土坑４基（中

世），方形竪穴遺構８基（中世），土坑 224 基（縄文時代２・中世 47・近世 55・不明 120），堀跡１条（近世），

溝跡 20 条（不明），ピット群５か所（不明）を確認し，当遺跡が縄文時代から近世にかけての複合遺跡であ

ることを確認した。ここでは，確認された各時代の様相について概観するとともに，主に縄文時代と中世の

遺構について若干の考察を加え，まとめとしたい。

２　遺跡の様相

　（1）縄文時代

　　　当時代の遺構として，竪穴住居跡２軒，土坑２基を確認した。いずれの遺構からも縄文土器片が出土し

ており，沈線間の磨消や口縁部の楕円形区画文など，加曽利ＥⅡ～ＥⅢ式期１）に多く見られる特徴を有

していることから，中期後葉の遺構であることが判明した。今回の調査で確認された当時代の遺構数は多

くはないものの，耕作土中や中世・近世の遺構が構築された面から出土したものも含めると 3,000 点近く

の縄文土器片が出土しており，調査区域外にも当時代の遺構が存在することをうかがわせる。当時代の海

岸線は内陸部まで入り込み，現在の五霞町域は当時の奥東京湾と古鬼怒湾に挟まれ，半島状に残った陸地

にあたる。当遺跡から南西約１㎞の場所に中期の小手指貝塚が所在することから，内湾に面して集落が営

まれていたと考えられる２）。これらのことから，当地域は主に中期後葉に居住域が形成されていた集落跡

であったと想定することができる。

　　　前期の遺跡は小手指貝塚から南東部に土塔貝塚３）などが確認されている。また，後期から晩期になると，

同じく小手指貝塚から南部に冬木Ａ貝塚，冬木Ｂ貝塚４）が所在している。こうした周辺遺跡の様相から，

前期は，半島状に残った南東部の土塔貝塚，中期は北西部の小手指貝塚や当遺跡など，後・晩期は南部の

冬木貝塚と，集落が時期によって水辺を回るように移動していると言える。

　（2）中世

　　　当時代の遺構として，井戸跡 12 基，火葬土坑４基，方形竪穴遺構８基，土坑 47 基を確認した。多少の

時期差が見られるものの，大半の遺構から出土している遺物は常滑６ａ～６ｂ型式の甕もしくは片口鉢片

であり，それらは 13 世紀後半には機能していた遺構であると考えられる。

　　　また，火葬土坑や銭貨が出土している土坑なども確認されている。火葬土坑については，当遺跡から南

南東に約４㎞の場所に所在する桜井前遺跡５）や，同じく南南東に約５㎞の場所に所在する瀬沼遺跡６）な

どからも検出されている。また，明治 18 年測量の地形図によると，当遺跡の推定地から北北東に約 200

ｍの場所に寺院の所在が確認できている。斎藤忠氏は，中世の寺院と墓地との関係について「寺域内に墓

地を営むよりも，寺辺に墓地または埋葬の施設を持つ場合が多い」と述べている７）。遺構の状況や当時の

周辺の様相などから，当遺跡の中世の様相として荼毘所もしくは墓地である可能性が高いと考えられる。

その一方で方形竪穴遺構，井戸跡も確認されていることから，墓地以外の機能も想定される。方形竪穴遺

構については，後に若干の考察を加えるものとする。
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　　　　　　　　　　　　　　　※　　　印は，釈迦新田遺跡が所在すると考えられる場所である。

第 82 図　赤堀川切広場所並川筋絵図　文化 6年（1809）　一部加筆（『町史　五霞の生活史』より）
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　（3）近世（第 82 図）

　　　当時代の遺構として，土坑 55 基，堀跡１条を確認した。

　　　平成 21 年度の調査区で確認した第１号堀跡は，上幅が３～４ｍ以上，深さは 1.5 ｍ前後で，調査区を

北東 ･南西方向に 38 ｍ以上にわたって貫く大規模なものである。幅広く掘り直された様子もうかがえる

ことや，周辺遺跡の類例などから，水運に利用された可能性が高い。それと同時に，低い土地に溜まった

悪水を排水するため，水路としての用途も大きな役割であったと考えられる。

　　　近世初頭の元和７年（1621），勘定頭伊奈忠治によって，現在の古河市と五霞町の間を流れる赤堀川が

開削され，これが今日の利根川の流路となっている。この利根川東遷事業により，現古河市側にある釈迦村・

前林村の飛地が現五霞町域に所在し，当地周辺に釈迦新田遺跡が所在すると推定される。この飛地は近世

後期の絵図には畑地とあり，当時代には本村から飛地へ船で渡り，耕作を行っていたと考えられている８）。

　近世初期のいわゆる利根川東遷事業で，五霞町域はそれ以前にも増して洪水の被害を被ることが多くな

った。そのため五霞町域には『末代まで権現様（徳川家康）を御恨み申し上げる』といったことが語り継

がれたという。五霞町域には数多くの水路が存在していたことが，こうした歴史的背景，また当時の古絵

図などからも明らかになっており，第１号堀跡もその中の一つであると想定することができる。

　当該期の平成 22 年度の調査区は，軸方向をほぼ同じくする土坑群が確認されている。第 82 図には畑地

の西側に家屋を示す印も確認できる。調査段階でも本遺跡の西側に住宅が存在していることなどから，第

１号堀跡の西側は，当時代には居住地と耕作地の間に位置しているとみられる。中世の火葬土坑が確認さ

れており，墓域の可能性も拭いきれない。詳細については当時代に伴う遺物の量が少なく，今回の調査で

は明らかにできない部分もあり，周辺地域の今後の調査に期待したい。

３　縄文時代の土器埋設炉について（第 83 ～ 85 図）

　　前述のように，当時代の住居跡２軒のうち，第２号住居跡からは土器埋設炉が検出されている。その形態

について若干の考察を加えたい。

　　縄文時代中期の土器埋設炉については，荒蒔克一郎氏が『茨城県宮後遺跡における縄文中期竪穴住居跡の

形態について』の中で次のように分類している９）。

　　土器埋設炉－Ｍ a類：土器の口縁部と底部を欠き胴部を利用しているもの

　　　　　　　　　１種：炉床面が土器の周囲にあるもの

　　　　　　　　　２種：炉床面が土器の内部にあるもの

　　　　　　　　Ｍ b類：土器の胴部下半を欠き口縁部から胴部を利用しているもの

　　　　　　　　　１種：炉床面が土器の周囲にあるもの

　　　　　　　　　２種：炉床面が土器の内部にあるもの

　　　　　　　　Ｍ c類：その他の形状を示した土器を用いているもの

　　上記の分類に照らして，当遺跡の土器埋設炉と比較検討を行ってみることとする。なお，当遺跡の第２号

住居跡土器埋設炉の詳細については 11 頁を参照されたい。埋設状況についてのみ下に述べることとする。

　　土器埋設炉は床面の中央部に付設されている。炉は深鉢を三重に埋設しており，内側と中側の土器は，隣

接する土器片とそれぞれ接合関係にある。外側の土器片は，破片同士が隣接せずやや離れた位置で確認され

ているが，そのほとんどが一個体として接合できた破片である。内側の土器片には火を受けた痕跡が確認で

きている。
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第 83 図　宮後遺跡第 212 号住居跡（加曽利ＥⅢ古段階期）（『研究ノート』11 号より）

第 84 図　後側遺跡第８号住居跡（加曽利ＥⅡ期）（『茨城県教育財団文化財調査報告』第 108 集より）

第 85 図　釈迦新田遺跡第２号住居跡（加曽利ＥⅡ期）
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　　第２号住居跡埋設土器の利用形態については，炉として使用されていた３個体のうち，１（内側の土器）

と３（外側の土器）では口縁部の一部が確認されている。その一方で，２（中側の土器）については胴部の

みで，Ｍ a類の可能性があるが，本跡は上部が後世の撹乱を受け床面を確認できなかったことから，その上

部も削平されたものと想定できる。こうしたことから，本跡の土器埋設炉はＭ b類に当てはまると考えられ

る。次に炉床面については，前述の通り炉の上部が削平されていることを考えると，炉床面を確認すること

は極めて困難な状況である。しかしながら，埋設土器１の内部に若干の焼土が確認できた一方で，埋設土器

３の外側では焼土が確認できていないこと，さらに１の内側に被熱痕が確認できていることなどから，本跡

の土器埋設炉は２種に当てはまるものと考えられる。

　　土器埋設炉の形態の変遷について，荒蒔氏は「加曽利ＥⅠ式新段階以前が１種で加曽利ＥⅢ式古段階（第

83 図）以降が２種という図式が看取できる。」と記述している 10）。その中で補完材料として挙げている後側

遺跡第８号住居跡の炉体土器（第 84 図）が加曽利ＥⅡ式であり 11），本跡の土器埋設炉（第 85 図）は加曽

利ＥⅡ式からＥⅢ式への移行期にあたる土器である。土器埋設炉の分類では先に述べたようにＭ b類の２種

ということになり，時期的変化ともほぼ一致するものと考えることができる。なお，三重の土器埋設炉につ

いては十分な類例を確認することができず，今後の周辺地域の調査に期待するところである。

４　中世の方形竪穴遺構について（第 86 ～ 88 図）

　　中世の方形竪穴遺構については，中・近世研究班が『中世の竪穴遺構について』12）の中で，柴崎遺跡の

方形竪穴遺構を４群６類型に分類している。形態の違いや用途については，当遺跡から南に約１㎞に所在す

る石畑遺跡 13）において検出された遺構とも比較・検討してみたい。

　　柴崎遺跡では方形竪穴遺構約 90 基が確認されている。３時期程度の変遷がみられ，２か所の柱穴・出入

口・囲い炉を有するものが中心で，住居と考えられている。石畑遺跡では 14 基が確認されている。平面形

はすべて長方形（不整・隅丸を含む）で，出入口は全体の 71％で確認されている。柱穴はほとんどが３か

所で，遺構の周りにピットを伴うのが特徴である。炉状施設は確認されておらず，その一方で硬化面は全体

の 86％で確認されている。出土遺物は，土師質土器，常滑産陶器，硯，平瓦など，14 世紀後半から 15 世紀

後半にかけてのものである。当遺跡で確認された８基の平面形は，すべてが長方形である。出入口は全体の

50％で確認され，柱穴が３か所確認できたのは全体の 50％であるが，残り 25％は中央部が撹乱を受けており，

合計で 75％が３か所の柱穴配置になる可能性がある。炉状施設は確認できず，硬化面はすべてで確認でき

ている。出土遺物の量は少なく，常滑６ａ型式の片口鉢が出土したほかは，土師質土器や陶器の細片が確認

できたのみである。13 世紀後半が中心になると考えられる。

　　当遺跡の遺構の形状を第 86 図の分類と比較してみると，平面形や出入口の張り出しなどの違いはあるも

のの，３か所に柱穴を有するＣ類に当てはまるものが多い。形状がほぼ単一であることから，当遺跡の方形

竪穴遺構は，ある一定の時期に機能していたと想定できる。また，当遺跡と石畑遺跡とを比較してみると，

石畑遺跡の特徴である外周ピットや柱穴の礎石の存在や，出土遺物による年代のずれなどはあるものの，両

遺跡における方形竪穴遺構の形状は酷似している。石畑遺跡における方形竪穴遺構の性格は，『住居の可能

性が考えられるが，特定の職人層・身分層の仕事の場，「工房」の可能性も否定できない。』としている。当

遺跡についても炉状施設はなく，周囲の遺構から鉄滓や羽口なども出土していることから，居住区域という

よりも工房，倉庫といった用途が想定できる。
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第 86 図　竪穴遺構の平面形（『研究ノート』創刊号より）

第 87 図　石畑遺跡第４・７号方形竪穴遺構（『茨城県教育財団文化財調査報告』第 192 集より）

第 88 図　釈迦新田遺跡第２・３号方形竪穴遺構
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５　おわりに

　以上，釈迦新田遺跡の様相及び遺構の性格について，近隣や県内各地の類例と比較しながら述べてきた。

今回の調査で，当遺跡が縄文時代中期後葉には集落として，中世には荼毘所もしくは墓地など，近世には洪

水対策として，また，水運の目的で水路が流れていたことが判明した。三重になった土器埋設炉や，方形竪

穴遺構など，当遺跡の全容については今後の調査事例を含めたさらなる分析が必要であるが，今回の調査成

果が当地域における歴史解明の一助となれば幸いである。

　最後に，今回は堤防拡幅に伴う発掘調査であり，人と水との関わりが調査原因となり，当遺跡の様相が明

らかになったと言える。その関わりが縄文時代から今日まで連綿と続いていることも今回明らかになったこ

とである。水の恩恵にあずかることもあれば，それとは逆に思わぬ水の害を被ることもある。最後に掲載す

る第 89 図は，五霞町域の人々と水との関わりを象徴的に示した古絵図 14）である。この地で水を利用し，水

を治めながら日々の暮らしを営んできた先人たちに敬意を表して本稿を閉じたい。
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第 １ 号 堀 跡
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PL9

第２号住居跡，第６号井戸跡，第241号土坑，遺構外出土土器
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第19号井戸跡，遺構外出土土器

遺構外-TP21

遺構外-TP19

遺構外-TP22遺構外-TP20

遺構外-TP24

遺構外-TP23

SE19-TP10



PL13

出土石器

SK39-Q2 SK7-Q7

遺構外-Q17

遺構外-Q10

遺構外-Q18

遺構外-Q19

SE4-Q3

遺構外-Q13

遺構外-Q9

遺構外-Q16

遺構外-Q11

遺構外-Q14遺構外-Q12

遺構外-Q15



PL14

出土石器，金属製品，木製品
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釈迦新田遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡

土坑

 ２軒

 ２基

縄文土器（深鉢）

荼毘所 中　　世 井戸跡
火葬土坑
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要 約 　縄文時代は，調査区の周囲に集落が存在していたと推測できる。中世は，火葬土坑が検出さ
れたことから，荼毘所または墓域として利用されていたと考えられる。また，堀の覆土中から
は近世の陶磁器が出土し，近世の人々の生業や水運に関する手がかりを得ることができた。
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